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第 1章 事業概要 

 

第 1節 事業の趣旨・目的 

 

建築分野では、建築確認申請等の行政手続きのデジタル化が始まっているなど、DX が推進さ

れつつある。 

また、建築現場においても最新技術の活用が進んでいる。例えば、360度カメラによる現場撮影

は、1 回のシャッターで部屋全体を撮影でき、現場の情報を漏らすことなくモデル化できる等のメリ

ットがある。MR（複合現実）を用いた 3D モデルによる遠隔コミュニケーションでは、発注者や近隣

住民へのスムーズな説明や、協議の工数や時間の削減、さらには建築の未来を示し 3Kの払拭に

期待できる等、様々なメリットが生まれている。 

建築における DX には、例えば、5G などを活用した無人化施工、ドローンや AI 技術を活用した

施工管理、BIM の活用などが必要である。但し、DX は単にアナログをデジタルに置き換えるので

はなく、現在の業務内容や進め方、組織構造などを根本的に見直し、再設計することが本来の姿

である。 

こうした状況を背景に、本事業では、建築関連の専門学校生を対し、5G、クラウド、IoT、AI、ビッ

グデータ等の最先端技術に関する知識やスキルを修得させ、それらを活用して建築業務プロセス

の変革や関連サービスの創出を通して、生産性向上や顧客満足度向上に貢献できる建築 DX 人

材の育成を目指す。 

 

第 2節 学習者のターゲット・目指すべき人材像 

 

建築関連の専門学校生を主なターゲットとする。 

目指す人材像は、AI や XR 等の最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連

サービスの創出を企画できる建築 DX人材である。 

 

第 3節 実施体制 

 本事業における実施体制は以下の通りである。 

 

●実施委員会 

一般社団法人四十万未来研究所を代表機関として、産学官連携による実施委員会を組織した。 

実施委員会は、本事業の最高意思決定機関として、事業の基本方針・実施計画の策定を行い、

事業の主要な活動である「実態調査の実施・分析」「教育プログラム開発」「実証講座の実施・検証」

に関する重要事項の検討・決定を行った。併せて、事業活動全体のマネジメントも担当した。 

 

●分科会 

実態調査や教育プログラム開発などにおける実作業については、実施委員会の下部組織であ

る分科会が担当する。具体的には、調査分科会、開発分科会、実証分科会を設置した。各分科会
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は実施委員会の指揮管理の下で、それぞれの業務を遂行する。 

調査分科会： 

実態調査の詳細設計・実施・分析・とりまとめ等に係る実作業を担当する。 

開発分科会： 

スキル標準や教育プログラムの設計、開発等に係る実作業を担当する。 

実証分科会： 

教育プログラムの実証講座の企画・実施・検証等に係る実作業を担当する。 

 

●事務局 

事業全体の事務管理や連絡調整などを担当する事務局を配置した。 

 

実施委員会の構成機関を以下に示す。 

 

①教育機関 

専門学校中央工学校（認定課程） 

大阪工業技術専門学校（認定課程） 

新潟工科専門学校（認定課程） 

東京大学 

 

②企業・団体 

一般社団法人日本建築材料協会 

日本建設職人社会振興連盟 

全国工業専門学校協会 

小柳建設株式会社 

一般社団法人松岡拓公雄４年２組 

Quincy Studio Inc 

トレス建築事務所 

株式会社シエナホームデザイン 

ナカヒロハウジング株式会社 

イトーピアホーム株式会社 

ミツモト商事株式会社 

SOSA地域活性化センター 

一般社団法人四十万未来研究所 

 

③行政機関 

新潟県 総務部 大学・私学振興課 

栃木県 県土整備部 建築課 
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第 4節 教育プログラムの概要 

 

（１）教育プログラムの概要 

・対象者： 

建築関連の専門学校生を対象とする。 

 

・内容： 

建築業務プロセスの変革や建築関連サービスの創出に最先端技術を活用するために必要とな

る専門知識とスキルを学習する科目群で構成する。具体的には、5G、クラウド、IoT、AI、XR*12、

ビッグデータ等の最先端技術の基礎や、これらの建築業務プロセス改善・建築関連サービスの創

出への活用等に関する内容を想定している。また、建築の DXが進んでも、建築は施主の要望を

十分に理解することから始まることは変わらない。そのため、建築の専門知識がなくても自由に建

物のデザインを構築することができる「Minecraft*13」を用いて、建築技術者と施主及びその家族

（特に子育て世代なら子供も含めて）が一緒に住宅のデザインを考えていくコミュニケーション手法

も含める。このような内容で、300時間程度の学習時間を想定している。なお、本教育プログラム

の運用例としては、2年制学科の卒業研究または卒業制作（平均で 150～200時間実施）の一部

に PBLを充当し、1年次に基礎科目 135時間を、2年次にケーススタディの 45時間を実施するこ

とを想定している。 

 

・教育手法： 

カリキュラムを構成する各科目には、講義・実習・e ラーニング・ケーススタディ・PBL を組合せ、

教育効果を高めるような工夫を行う。特に e ラーニングは、講義で学習した内容の復習を自己学

習として行うことは勿論、遠隔教育としても活用できるよう、講義映像を配信する形態の講義映像

型 e ラーニングも活用する。受講者の使いやすさに配慮し、視聴デバイスはスマートフォン、PCの

双方に対応したものとする。 

さらに、仮想的なプロジェクトによる建築設計業務の実務的な演習として、PBL を取り入れる。

PBL では、教育プログラムの他科目で学習した内容を活かしつつ、建築業務プロセスの変革や建

築関連サービスの創出を題材とする。グループによる調査や協議によって課題を解決し、最終的

な企画をまとめるといった一貫したプロジェクトベースの学習を通して、実務現場で適用できる実

践的なスキルの修得を図る。本教育プログラムでは、解決すべき課題やプロジェクトの進め方が

講師から示される「シナリオ型 PBL」と、課題の設定やプロジェクトの進め方の検討を学習者自身

が行う「学習者主導型 PBL」の両方を実施する。 

 

・育成目標： 

本教育プログラム履修後に、最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連サ

ービスの創出を企画できることを目指す。 

 

（２）教育プログラムの科目構成と内容 
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 教育プログラムとしては、以下に示す科目構成でカリキュラムの開発を実施した。 

 

科目群 科目 概要 時間数 

基
礎
科
目 

建築コミュニケ

ーション 

施主とのコミュニケーションを前提とし、Minecraft

を活用した建築デザイン・プレゼンテーションの手

法を講義や実習で学習する。 

45時間 

最先端技術 1 
IoT、5G、クラウド、XR等に関する基礎知識や活

用方法を講義や実習で学習する。 
45時間 

最先端技術 2 
AI、ビッグデータ等に関する基礎知識や活用方法

を講義や実習で学習する。 
45時間 

応
用
科
目 

建築業務プロ

セス  

ケーススタディ 

最先端技術を活用した建築業務プロセスの改善

を題材としたケーススタディにより、その手法や考

え方を学習する。 

22.5時間 

建築関連サー

ビス  

ケーススタディ 

最先端技術を活用した建築関連サービスを題材

としたケーススタディにより、その創出方法に関す

る考え方を学習する。 

22.5時間 

建築業務プロ

セス PBL 

最先端技術を建築業務プロセスの改善に活用す

るスキルを修得する。営業・設計・見積・施工・点

検等、住宅建築の一連のプロセスに DXをどう適

用するかを立案する。 

45時間 

建築関連サー

ビス PBL 

最先端技術を建築関連サービスの創出に活用す

るスキルを修得する。施主等の顧客の満足度向

上を達成する新たなサービスを立案する。 

90時間 

  合計 315時間 

 

（３）教育プログラムの新規性 

個別の建築業務に最先端技術を活用する内容の教育プログラムは実施されているが、本教育

プログラムのように、業務プロセスの変革や関連サービスの創出といった建築 DXを扱うものは見

受けられない。また、Minecraftや XR等を実際の業務を想定した実習に活用する点が、本教育プ

ログラムの特徴である。 
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第 5節 事業年次計画 

 本事業の 3年間における実施計画は以下の通りである。 

 

【令和 4年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の組織化と開催 

 ②調査分科会の組織化と開催 

 ③開発分科会の組織化と開催 

 ④実証分科会の組織化と開催 

 

2.実態調査の実施 

 ①実態調査 Aの企画・設計・実施・分析 

 ②実態調査 Bの企画・設計・実施・分析 

 

3.開発 

 ①建築 DX人材のスキル標準策定 

 ②カリキュラム策定 

 ③講義用教材開発 

  （建築コミュニケーション、最先端技術 1） 

 ④e ラーニング教材開発 

 

4.実証講座の実施計画策定 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座用教材開発 

 

5.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

【令和 5年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の開催 

 ②開発分科会の開催 

 ③実証分科会の組織化と開催 

 

2.開発 
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 ①シラバス開発 

 ②講義用教材開発 

  （最先端技術 2） 

 ③ケーススタディ教材開発 

  （建築業務プロセス） 

 ④PBL教材開発 

  （建築業務プロセス） 

 ⑤e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座の準備・運営 

 ③実証講座実施結果の検証 

 

4.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

【令和 6年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の開催 

 ②開発分科会の開催 

 ③実証分科会の組織化と開催 

 

2.開発 

 ①ケーススタディ教材開発 

  （建築関連サービス） 

 ②PBL教材開発 

  （建築関連サービス） 

 ③e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座の準備・運営 

 ③実証講座実施結果の検証 
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4.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

  



8 

 

第 6節 今年度の具体的な活動 

 

（1）事業推進体制の整備 

 事業推進の体制として、実施委員会及び開発分科会・実証分科会を以下の通り組織化し、開催

した。 

 

 

 

 

  

委
員
会
名 

実施委員会 開発分科会 実証分科会 

役
割 

本事業の意志決定機関と

して、事業の重要事項の

検討と決定を行うととも

に、事業活動全体のマネ

ジメントを担当する。 

実施委員会の指揮の下、

スキル標準や教育プログ

ラムの設計、開発等に係

る実作業を担当する。 

実施委員会の指揮の下、

教育プログラムの実証講

座の企画・実施・検証等に

係る実作業を担当する。 

今
年
度
の
活
動 

(1)事業計画・活動の決定 

(2)シラバスの基本設計 

(3)各種教材の基本設計 

(4)実証講座の基本設計 

(5)次年度計画の立案 

(1)シラバスの策定 

(2)各種教材の開発 

(3)開発報告書作成 

(1)実証講座の実施計画

の策定 

(2)実証講座の準備・運営 

(3)実証講座実施結果の

検証 

(4)実証報告書作成 

開
催
回
数 

第１回  ８月７日開催 

第２回 １２月１２日開催 

第３回  ２月６日開催 

第１回  ８月７日開催 

第２回 １２月１２日開催 

第３回  ２月６日開催 

第１回  ９月５日開催 

第２回  ９月２７日開催 

第３回 １０月２７日開催 
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（2）シラバス開発 

 昨年度開発したカリキュラムを基に、授業目的、成績評価、授業実施計画等を検討して本教

育プログラムを構成する各科目のシラバスを開発した。 

以下はケーススタディのシラバスの 1例である。 

 

建築業務プロセスのケーススタディ シラバス 

 

時間 22.5 

コマ数 15 

 

科目名 建築業務プロセス ケーススタディ 

授業目的 建築業務プロセスにおける建築 DX の活用スキルを身につ

ける 

内容概要 建築 DX の活用による建築業務プロセスの効率化を実例に

学ぶ 

成績評価 ケーススタディの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 

本科目の授業目的や学習内容、学習へ

の取り組み方、成績評価方法等につい

ての説明、及びグループ分け 

2
～
4 

ケーススタディ① 

建築業務プロセスの効率化と建築 DXの

進め方に関する事例を基に、メリットや

課題等についてグループディスカッション

を行う 

5
～
7 

ケーススタディ② 

BIM の導入と建築業務の効率化に関す

る事例を基に、メリットや課題等について

グループディスカッションを行う 

8
～
10 

ケーススタディ③ 

建築の設計おける建材の選定・管理で

の Arch-LOG の利用の事例を基に、メリ

ットや課題等についてグループディスカッ

ションを行う 



10 

 

11
～
13 

ケーススタディ④ 

施工フェーズにおける AR・VR・MR 技術

の活用に関する事例を基に、メリットや

課題等についてグループディスカッション

を行う 

14 
建築DXの活用による建築業

務プロセスの効率化 

４つのケーススタディから建築DXの活用

による建築業務プロセスの効率化をまと

める 

15 まとめ 学習内容のまとめ、質疑応答等 
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(3)講義用教材開発 

 本教育プログラムにおける「最先端技術２」の講義用教材を開発した。 

教材の目次と内容は昨年度開発の「最先端技術１」の 1～5章に続けて以下の 6～10章である。 

 

 建築 DX 「建築と最先端技術２」 

 

第 6章「建築における AI の基礎」 

6.1 AI とは何か   

6.2 建築分野での AIの基本的な用途   

6.3 AIを用いた簡単な建築設計の例   

6.4 建築における AIの将来の可能性   

第 7章「ビッグデータと建築」 

7.1 ビッグデータの基本   

7.2 建築分野でのビッグデータの利用例   

7.3 ビッグデータによる建築設計の影響   

7.4 建築分野におけるビッグデータの未来   

第 8章「AI とビッグデータの組み合わせ」 

8.1 AI とビッグデータの統合の基本   

8.2 建築における AI とビッグデータのシンプルな応用例   

8.3 AI とビッグデータを活用した建築の新しい展開   

8.4 未来の建築分野における AI とビッグデータの役割   

第 9章「建築分野におけるロボット技術」 

9.1 建築分野でのロボット技術の概要   

9.2 ロボットを用いた建築施工   

9.3 ロボットによる建築設計とモデリング   

9.4 建築メンテナンスとロボットの役割   

9.5 建築分野におけるロボット技術の未来展望   

第 10 章「建築分野における Web 3.0 技術」 

10.1 Web 3.0の基本と建築への適用   

10.2 スマートコントラクトと建築プロジェクト管理   

10.3 NFT と建築デザイン   

10.4 DAO と建築コミュニティの形成 

10.5 Web 3.0の未来と建築分野への影響 
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(4)ケーススタディ教材開発 

 今年度は、本教育プログラムにおける「建築業務プロセス ケーススタディ」の教材を開発してい

る。ケースの説明と、それに関する設問から構成している。グループでディスカッションをしながら

設問に取り組み、建築 DXによって業務プロセスを変革するための実務知識の修得を目的とした

教材である。 

開発済ケーススタディ教材仕様の例は以下の通りである。 

ケース概要:  

 ある建築事務所が施主にプレゼンテーションをするために、紙のカタログで建材を選

び、サンプルを取り寄せ、それをプレゼンテーションボードにまとめています。ですが多岐

にわたる建材のカタログやサンプル、ボードの管理なども含め、この工程をデジタルツー

ルで効率化したいと考えています。ITツールであるデジタルカタログ・EC・マーケットプレ

イスの導入を考えていますが、その効果や課題を評価する必要があります。 

設問: 

・これまでの方法の問題点はどこにありますか？ 

・業務プロセスにどのような変化が期待されますか？ 

・ITツールの導入に関連する課題や障害は何ですか？ 

・それらを克服するための戦略はありますか？ 

住宅を設計する際に ITツールを使用して評価できる点とできない点をあげなさい。 

時間 4.5 

コマ数 3 

 

科目名 建築業務プロセスのケーススタディ 

建築の設計おける建材の選定・管理での Arch-LOGの利用 

授業目的 建築業務プロセスの建材の選択と管理について、ITツール

を使用することで、どのような改善ができるかを体験、こ

れまでの方法と比較して学ぶ 

内容概要 建築業務プロセスにおいて、建材の選定と管理は、建築が

多くの部品で構成されているため煩雑で多岐にわたる。こ

のプロセスを改善するための IT ツールであるデジタルカ

タログ、EC、マーケット・プレイスのひとつである Arch-LOG

を利用することで、これまでの方法と比較する体験をする。 

使用テキスト・

教材など 
オリジナルテキストなど 

回 講義名 学習内容 

1 建材の選定と管理 これまでの建築の建材の選定と管理の方法 

2 
IT ツールを使用した建

材の選定と管理 

Arch-LOG を利用した建築の建材の選定と管

理の方法を学ぶ 
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3 
住宅設計における建材の

選定と管理 

住宅を設計者として建築の建材と選定を行

い業務プロセスの効率化について体験・学ぶ 

 

 

(5)PBL教材開発 

 今年度は、本教育プログラムにおける「建築業務プロセス PBL」の科目の教材を開発している。

プロジェクトに関するシナリオや課題、参考資料、課題に対する記入シート、講師用の指導の手引

き等から構成する。学習者は、グループで討議しながらシナリオに沿って課題を進め、最終的にプ

ロジェクト報告書を作成してプレゼンテーションを行う。建築業務プロセスや最先端技術の活用に

関する知識やスキルの他、コミュニケーション力等も含めた、「建築 DXによって業務プロセスを変

革するための業務遂行能力の修得・向上」を目的とする。 

開発済み PBL教材は以下の通りである。 

  

第 1章 ガイダンス 

 1.1 建築業務プロセス PBLの概要と目的 

 1.2 PBLの進行方法や評価基準の説明  

第 2章 建築業務プロセスにおける建築 DX 

 2.1 建築 DX とは何か 

 2.2 これまでの建築プロセスと業務内容 

 2.3 建築業務のデジタル化―CADから BIMへー 

 2.4 建築業務プロセスのデジタル化―ITツールによる工程の効率化― 

 2.5 建築業における建築 DXの取り組み 

第 3章 建築プロセスの各業務における建築 DXの進め方 

 3.1 企画／営業・マーケティング 

 3.2  設計／設計・デザイン 詳細設計／詳細設計 

 3.3 見積／見積・積算 

 3.4  工事／施工 アフターサービス／維持管理 

第 5章 建築 DXに向けた技術習得と業務プロセスの効率化の評価 

 5.1 住宅設計を通した技術習得と業務の効率化 

 5.2 グループごとのプレゼンテーションとフィードバック 

 5.3 技術習得と業務プロセスの効率化に対する成果物の評価 

第 6章 建築 DXによる建築業のこれから 

 6.1 デジタル化による建築を含めた都市の変化 

 6.2 建築業務プロセスの標準化 

 6.3  メタバース建築（Minecraft、Roblox、The Sandbox）の現在 

 6.4  ものづくりを中心とした建築業務に向けて 
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(6) e ラーニング教材開発 

 今年度開発した各種教材を基に、講義映像や確認テストを開発し、e ラーニングコンテンツ化を

した。各講義用教材、ケーススタディ教材及びＰＢＬ教材の一部を昨年度 e ラーニングシステムに

追加設定し、順次、全てのケーススタディ教材、ＰＢＬ教材をコンテンツ化して追加設定している。 

URL：https://acsch.net/shijimadx/ 

 

(7) 令和 4年度開発教材リメイク 

 令和 4年度に開発した「最先端技術 1」「建築コミュニケーション」及び e ラーニングについて、内

容の増補や演習問題の追加等のリメイクを行った。 

 

「最先端技術 1」 

 昨年度開発した、「最先端技術 1」テキストを増補改訂し演習問題を追加した。主な増補分の内

容は各先端技術が建築分野においてどう変化するか「将来の展望」についての加筆などを行っ

た。 

 

「建築コミュニケーション」 

「建築コミュニケーション」テキストにはコミュニケーションツールの活用例③として、Sketchupの活

用（３Dモデリング）から応用までの内容を加筆した。 

加筆した項目は以下の通りである。 

 3-4 コミュニケーションツールの活用例③ 

   事例：SketchUpによる建築デザイン 

  ❶ SketchUpの概要 

  ❷ SketchUpの活用による建築業務の変革 

  ❸ SketchUpによる 3Dモデリング 

  ❹ SketchUpで作成した 3Dモデルからの設計図作成 

  ❺ SketchUpの応用例  

https://acsch.net/shijimadx/


15 

 

(8)実証講座実施  

 今年度開発した「建築業務プロセス PBL」科目を中核とし、PBLを実施するために必要な知識等

を学習する講義やケーススタディを選定して、一つのまとまりのある講座を構成した。実証講座で

使用する教材も、本事業で開発する講義用教材、ケーススタディ教材、PBL教材、e ラーニング教

材を再構成して利用した。 
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第 2章 実証講座実施報告 

開発した教育プログラムの重点となる部分の評価・検証を行うため、実証講座 3講座を実施した。 

 

受講対象者 

実証講座は 3校の建築系専門学校生を中心として実施した。 

 

第 1節 実証講座の実施概要 

実証講座①の実施概要 

テーマ 

デジタライゼーションによる住宅設計の効率化を実践する講座 

―スティーブ・ジョブズが考える住宅を九間の家から発想するー 

 

受講者・人数 新潟工科専門学校一級建築士専攻科 2年生 5名 

実施日 令和 5年 

10月 27日（金）、11月 6日（月）、11月 13日（月）、 

11月 20日（月）、11月 27日（月）、12月 11日（月） 

 計 6日間 

時間数 18時間（3時間×6日間） 

実施手法 「実践 PBL」の科目から一部を抽出して実証講座の中核とし、そ

れを実施するために必要な知識等を学習する講義や演習を選定

して、一つのまとまりのある講座を構成した。集合学習形式及び

オンライン形式によって実施した。 

会場 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

 

実証講座②の実施概要 

テーマ 

リニア新幹線開通による東京～甲府の人の流れが導く、未来都市甲府の少子高齢問題解決と地

域創生のあるべき姿について、大人と子供の円滑なコミュニケーションを実現するためのソフトや

ハードの提案 

 

受講者・人数 中央工学校学生（1年生 2名、2年生 1名）、教員 2名 

計 5名 

実施日 令和 5年 12月 9日（土）１日間 

時間数 5時間 

実施手法 建築ＤＸに必要な知識等を学習する講義を中心として集合学習形

式によって実施した。 

会場 中央工学校 2号館 2階 Design Studio（体験型学習室） 
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実証講座③の実施概要 

テーマ 

メタバース建築を考える 

バーチャル大阪万博パビリオン（バーチャル日本館）の設計とプレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 実証講座の実施内容 

実証講座① 実証日 1日目の 実施内容 

日 時 2023年 10月 27日（金） 13:20～16:20 

場 所 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

受講者 一級建築士専攻科 2年 5名 

担 当 講師：四十万靖 松岡拓公雄 井谷嘉宏・香月創星（丸紅ｱｰｸﾛｸﾞ） 

助言：藤崎秋司 井谷嘉宏 

司会：内川わか奈  

教員：校長・仁多見透 学科長・野口信彦 榎美和子 

講座内容 １．オリエンテーション四十万靖（13:20～14:00） 

  ・事業趣旨 

  ・実証講座説明 

２．講義①松岡拓公雄（14:00～15:25） 

・講師自己紹介 

・「九間の家」講義 

３．休憩 

４．講義②井谷嘉宏、香月創星（15:30～16:10） 

・講師自己紹介 

・ArchLogの概要 

５．次回集合学習の課題説明 

６.   講評・感想・アンケート 

実施手法 講義、実演 

出席人数 14名（会場のみ） 

受講者・人数 大阪工業技術専門学校 建築設計学科 2年生 10名１年生 1名 

実施日 令和 6年 

1月 25日（木）、1月 26日（金）、1月 29日（月）、１月 30日（火） 

 計 4日間 

時間数 15時間（3時間×3日、26日のみ 6時間） 

実施手法 「実践 PBL」の科目から一部を抽出して実証講座の中核とし、そ

れを実施するために必要な知識等を学習する講義やフィールドワ

ークを通しグループワークを行い、一つのまとまりのある講座を構

成した。集合学習形式及びオンライン形式によって実施。 

会場 大阪工業技術専門学校 
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実証講座① 実証日 2日目の 実施内容 

日 時 2023年 11月 6日（月） 13:20～16:20 

場 所 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

受講者 一級建築士専攻科２年 4名（内１名オンライン参加） 

担 当 講師：松岡拓公雄 

助言：四十万靖 藤崎秋司  

司会：内川わか奈  

教員：校長・仁多見透 学科長・野口信彦 榎美和子 

講座内容 １．課題①プレゼンテーション第 1回目（13:20～15:00） 

  ・課題①エスキスのプレゼンテーション（1人：20分） 

  ・講評（1人：10分） 

２．休憩 

３．グループワーク（15:00～16:10） 

４．次回課題説明 

５．アンケート 

実施手法 講義、実演 

出席人数 11名（会場・オンライン合計） 

 

 

実証講座① 実証日 3日目の 実施内容 

日 時 2023年 11月 13日（月） 13:20～16:20 

場 所 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

受講者 一級建築士専攻科 2年 4名 

担 当 講師：松岡拓公雄 

助言：四十万靖 藤崎秋司  

司会：内川わか奈  

教員：校長・仁多見透 学科長・野口信彦 榎美和子 

講座内容 １．課題①プレゼンテーション第２回目（13:30～15:30） 

  ・前回のグループワークからのプレゼンテーション（1人：20分） 

  ・講評とグループディスカッション（1人：10分） 

２．休憩 

３．グループワーク（15:40～16:10） 

       ・これからの住宅とは？ 

４. 次回課題確認 

５. アンケート 

実施手法 講義、実演 

出席人数 11名（会場・オンライン合計） 
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実証講座① 実証日 4日目の 実施内容 

日 時 2023年 11月 20日（月） 13:20～16:20 

場 所 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

受講者 一級建築士専攻科 2年 4名 

担 当 講師：松岡拓公雄 

助言：四十万靖   

司会：内川わか奈  

教員：校長・仁多見透 学科長・野口信彦 榎美和子 

講座内容 １．課題 ②プレゼンテーション第１回目（13:30～14:40） 

  ・前回のグループワークからのプレゼンテーション（1人：20分） 

  ・講評とグループディスカッション（1人：5分） 

２．休憩 

３．グループワーク（14:50～16:10） 

       ・温暖化による環境変化と住宅の熱環境 

４. 次回課題確認 

５. アンケート 

実施手法 講義、実演 

出席人数 10名（会場・オンライン合計） 

 

実証講座① 実証日 5目の 実施内容 

日 時 2023年 11月 27日（月） 13:20～16:20 

場 所 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

受講者 一級建築士専攻科 2年 4名(欠席した１名はエスキスのみ提出) 

担 当 講師：松岡拓公雄 

助言：四十万靖 藤崎秋司  

司会：内川わか奈  

教員：校長・仁多見透 学科長・野口信彦 榎美和子 

講座内容 １．課題②プレゼンテーション第 2回目（13:25～14:55） 

  ・前回のグループワークからのプレゼンテーション（1人：20分） 

  ・講評とグループディスカッション（1人：10分） 

２．休憩 

３．グループワーク（15:20～16:10） 

       ・スティーブ・ジョブズと日本的なるもの 

建築の日本的なるものとは何か 

４. 次回課題確認 

５. アンケート 

実施手法 講義、実演 

出席人数 11名（会場・オンライン合計） 
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実証講座① 実証日 6日目の 実施内容 

日 時 2023年 12月 11日（月） 13:20～16:20 

場 所 新潟工科専門学校（デジタルスクエア室） 

受講者 一級建築士専攻科２年  名 

担 当 講師：松岡拓公雄 

助言：四十万靖 藤崎秋司   

司会：内川わか奈  

教員：校長・仁多見透 学科長・野口信彦 榎美和子 

講座内容 １．課題 プレゼンテーション（13:30～14:40） 

２．休憩 

３．グループワーク（14:50～16:10） 

４. 講評・アンケート  

実施手法 講義、実演 

出席人数 14名（会場・オンライン合計） 
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実証講座② 実施内容 

日 時 2023年 12月 9日（土） 10:00～15:00 

場 所 中央工学校 2号館 2階 Design Studio（体験型学習室） 

受講者 中央工学校学生（1年生 2名、2年生 1名）、教員 2名  計 5名 

担 当 講師：浅見泰司(東京大学教授) 

   松原光昭(上田アトムの会) 

   鎌田秀一(山梨県知事政策局リニア未来創造・推進監) 

   四十万靖(四十万未来研究所) 

司会：内川わか奈  

講座内容 １．開会挨拶（10:00～10:10） 

２．オリエンテーション四十万靖（10:00～11:00） 

「開拓者精神によるまちづくりを考える」四十万氏 

３．講演（11:00～12:00） 

「未来都市長野県上田 by鉄腕アトム」松原氏 

４．休憩（12:00～12:30） 

５．基調講演（12:30～13:30） 

「（仮称）日本の都市計画の未来」浅見教授 

６．講演（13:30～14:30） 

「リニアが導く山梨の未来」鎌田氏 

７．まとめ・閉会挨拶（14:30～14:50）四十万靖 

実施手法 講義、実演 

出席人数 15名（会場のみ） 

 

実証講座③ 実施内容 

実証講座③ 実証日 1日目の 実施内容 

日 時 令和 6年 1月 25日（木） 13:00～16:00 

場 所 大阪工業技術専門学校 

受講者 大阪工業技術専門学校  建築設計学科 2年生 10名１年生 1名 

担 当 講師：四十万靖(四十万未来研究所) 

    井谷嘉宏・香月創星（丸紅ｱｰｸﾛｸﾞ） 

    松岡拓公雄 

司会：内川わか奈  教員：吉田裕彦 

講座内容 １．オリエンテーション 四十万靖（13:00～13:30） 

  ・事業趣旨 

  ・実証講座説明 

２．講義①井谷嘉宏、香月創星（13:30～14:20） 

・講師自己紹介 

・ArchLogの概要 

３．講義②松岡拓公雄（14:30～16:00） 
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・講師自己紹介 

・日本伝統建築文化概論（テーマ:色） 講義 

４．アンケート 

実施手法 講義、実演 

出席人数 11名（会場のみ） 

 

実証講座③ 実証日 2日目の 実施内容 

日 時 令和 6年 1月 26日（金）  9:30～15:00 

場 所 フィールドワーク：太陽の塔（万博記念公園）、小林一三記念館 

受講者 大阪工業技術専門学校 建築設計学科 2年生 10名１年生 1名 

担 当 講師：四十万靖(四十万未来研究所) 

    松岡拓公雄 

教員：吉田裕彦 

講座内容 １．講義 松岡拓公雄・四十万靖（9:40～10:10） 

  ・大阪万博と建築（EXPO'70）講義 

２．見学 太陽の塔（10:10～13:00） 

  ・太陽の塔の視察と 1970年大阪万博について 

３．講義 四十万靖（13:45～14:10） 

  ・関西の企業と文化 講義 

４．見学 小林一三記念館（14:10～15:30） 

  ・阪急文化財団・小林一三記念館の視察 

５．講評・感想・アンケート 

実施手法 講義、見学 

出席人数 11名 

 

実証講座③ 実証日 3日目の 実施内容 

日 時 令和 6年 1月 29日（月） 13:00～16:00 

場 所 大阪工業技術専門学校 

受講者 大阪工業技術専門学校 建築設計学科 2年生 10名１年生 1名 

担 当 講師：四十万靖(四十万未来研究所) 

    武田隆 高木絵志野 

司会：内川わか奈 教員：吉田裕彦   

講座内容 １．講義 武田隆（13:00～14:30） 

・最先端 narrativeマーケテイング DX理論 

２．高木絵志野 講義（14:30～16:00） 

   ・オリジナル北斎富岳三十六景を作ろう！ 

実施手法 講義 

出席人数 11名 
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実証講座③ 実証日 4日目の 実施内容 

日 時 令和 6年 1月 30日（火） 9:00～12:00 

場 所 大阪工業技術専門学校 

受講者 大阪工業技術専門学校 建築設計学科 2年生 10名１年生 1名 

担 当 講師：井谷嘉宏 四十万靖 

教員・講師：吉田裕彦大（大阪技術工業専門学校） 

司会：内川わか奈 教員：吉田裕彦   

講座内容 １．講義 井谷嘉宏（9:00～10:00） 

・講師自己紹介  ・ArchLogの概要 

２．講義 四十万靖（10:00～10:30） 

・大阪万博について 

３．総括 吉田裕彦（10:40～12:30） 

  ・日本建築の本質・閉会挨拶・アンケート（15:50～16:00） 

実施手法 講義 

出席人数 11名 
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第３節 実証講座の様子 

 本節では、実証講座の様子を写真で報告する。 

実施講座① 

グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手書きのコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手書きのエスキス 
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SketchUp を使用したスケッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーキログを使用したプレゼンテーション 
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受講生が Revitを使用して作成したプレゼンテーションの例 
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実施講座② 

オリエンテーション 「開拓者精神によるまちづくりを考える」 

 

「未来都市長野県上田 by 鉄腕アトム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演「日本の都市計画の未来」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講演 「リニアが導く山梨の未来」 

 

 

 

@ 

 

 

 

実施講座③ 

 「ArchLog概要」 「日本の色から学ぶ・デザインマインド」 
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フィールドワーク「太陽の塔」            「小林一三記念館」 

  

    

講演 「リニアが導く山梨の未来」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「バーチャル大阪万博パビリオン（バーチャル日本館）の設計」 
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第４節 アンケート結果 

 本節では、実証講座で実施したアンケートの結果を報告する。 

アンケートは毎回実施し、その結果を集計した。 

実証講座① アンケート回収数 

実施日 回収数 

1日目 5名 

2日目 4名 

3日目 4名 

4日目 4名 

5日目 4名 

6日目 5名 

以下、アンケート結果を報告する。 

 

（１） 実証講座① １日目アンケート結果 

講座に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

 

（２） 実証講座① ２日目アンケート結果 

講座の内容が実践的であると感じましたか？ 

 

A. 大変満足

66.7%

B. まあ満足

33.3%

A. 大変満足

B. まあ満足

C. どちらとも言えない

D. やや不満

E. 不満

A. とても実践的であった

40.0%

B. 実践的であった

60.0%

A. とても実践的であった

B. 実践的であった

C. あまり実践的でなかった

D. 実践的でなかった
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講座に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

講座に対する全体としての満足度について、理由をお聞かせください。（自由記入） 

 ・ 自分の考えでは思い至らない思考で、アトリエ付きの狭い家に対するアイデアが出てきたり、

こちらからも提案することによりとても刺激になった。 

 ・ 具体的に課題の方向性について支持してもらえた 

 ・ 講師の専門的な立場に立ったご指摘がありがたかったです 

 

満足度が高い理由として、創造的な発想を促され、新しいアイデアへの刺激や課題解決の方向性

の支援を感じたとあった。また専門的で具体的な指摘が役立ったとの意見があった。 

 

 

 

（２）実証講座① ３日目アンケート結果 

講座の内容が実践的であると感じましたか？ 

 

 

  

A. 大いに満足だった

60.0%

B. まあまあ満足だった

40.0%

A. 大いに満足だった

B. まあまあ満足だった

C. やや満足だった

D. 不満だった

A. とても実践的であった

25.0%

B. 実践的であった

75.0%

A. とても実践的であった

B. 実践的であった

C. あまり実践的でなかった

D. 実践的でなかった
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講座に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

 

 

（３） 実証講座① ４日目アンケート結果 

講座の内容が実践的であると感じましたか？ 

 

 

講座に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

 

A. 大いに満足だった

75.0%

B. まあまあ満足だった

25.0%

A. 大いに満足だった

B. まあまあ満足だった

C. やや満足だった

D. 不満だった

A. とても実践的

であった

50.0%

B. 実践的であった

50.0%

A. とても実践的であった

B. 実践的であった

C. あまり実践的でなかった

D. 実践的でなかった

A. 大いに満足だった

50.0%

B. まあまあ満足だった

50.0%

A. 大いに満足だった

B. まあまあ満足だった

C. やや満足だった

D. 不満だった
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講座に対する全体としての満足度について、理由をお聞かせください。 

 ・ 中身がしっかりしてた 

 ・ 輻射冷暖房など健康を考えた新しい手法などを学ぶことができた。 

 

満足度が高い理由として、講座の内容が充実していて、具体的な健康面への配慮や新しい技術

手法の学びに満足したとの意見があった。 

 

（４） 実証講座①５日目アンケート結果 

講座の内容が実践的であると感じましたか？ 

 

 

講座に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

 

講座に対する全体としての満足度について、理由をお聞かせください。 

 ・ 進行もスムーズで、他の人の意見も取り入れながら自分の案をブラッシュアップ出来て良かっ

た。 

 ・ 前回の建物を改良したものを提出した。コンパクトにしたつもりが、窮屈になるというなかなか

難しい部分がわかった。教えられた畳も使い次回に活かしたい 

満足度が高い理由として、進行の円滑さ、独自案を洗練できるとの意見があった。 

A. とても実践的であった

50.0%

B. 実践的であった

50.0%

A. とても実践的であった

B. 実践的であった

C. あまり実践的でなかった

D. 実践的でなかった

A. 大いに満足だった

50.0%

B. まあまあ満足だった

50.0%

A. 大いに満足だった

B. まあまあ満足だった

C. やや満足だった

D. 不満だった



33 

 

（５）実証講座① 6日目アンケート結果 

講座の内容が実践的であると感じましたか？ 

 

 

 

講座に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

 

講座に対する全体としての満足度について、理由をお聞かせください。 

 ・ とても有意義な時間でした 

 ・ 一人あたりの時間が長かった分、多くの先生方から講評を頂けた。少人数でよかった。 

 ・ 自分のプランが杓子定規なものになっている点を 適切にアドバイスをして、オリジナリティを

だせるようになったから。 

 ・ 最後の授業であったが、まだ改善する余地があり、これから働いてからも活用できるようなこ

とを教えていただきとても良かったです 

 

満足度が高い理由として、有益な時間を持てた点、個別アドバイスによるオリジナル性への促進

を評価していた。また少人数での丁寧な指導に価値を見出し、今後への期待感があるとの意見が

あった。 

 

A. とても実践的であった

100.0%

A. とても実践的であった

B. 実践的であった

C. あまり実践的でなかった

D. 実践的でなかった

A. 大いに満足だった

100.0%

A. 大いに満足だった

B. まあまあ満足だった

C. やや満足だった

D. 不満だった



34 

 

講習会で建築系の学習意欲向上に効果がありましたか？ 

 

ほとんどが学習意欲向上に効果があると評価している。 

 

講座全体を通して受講前と後では建築 DXへの意識変化がありましたか？ 

 

 

今後建築 DXで学習したい内容がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 ・ アークログの操作がよく理解できなかったのであまり活用できなかった 

 ・ アークログで、revitにダンナロードできるファミリや、マテリアルを増やして欲しい 

 ・ アーキログ内にあるマテリアルやファミリには魅力的なものが多く、モデリングの際にこれから

も使いたいと感じた。 ただ、アーキログのサイト内でカテゴリーのサーチをかけるとヒットしな

いものが多数あり、検索をしづらくそこを強化して欲しいと感じた 

 ・ アークログのレンダリングは無料で使えるとは思えないほど、リアリティある素晴らしい性能だ

と思いました。 ただし、レンダリングが 60分かかるのが使いづらく感じました。 

 ・ 最新の技術で、学生が普通は触らないようなものならぜひ体験してみたい。 

 

受講者はアークログの問題点として、操作の難しさや利用制限を上げていた。しかしファミリやマ

テリアルのような、魅力的な素材に感銘を受けてはいた。特にレンダリングの高品質さに良さを感

じ、最新技術への興味も示していた。 

A. とても効果があった

80.0%

B. 効果があった

20.0%

A. とても効果があった

B. 効果があった

C. あまり効果はなかった

D. 効果がなかった

A. とても意識の変化があった

60.0%

B. 意識の変化があった

40.0%

A. とても意識の変化があった

B. 意識の変化があった

C. あまり意識の変化はなかった

D. 意識の変化はなかった
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講座についてご感想や講師への質問等ございましたら、ご自由にご記入ください。 

 ・ アークログの基本的な操作方法を教えてくれたら、自分たちで調べないでよかったかもしれな

い 

 ・ 改善のアドバイスがとてもわかりやすくて、的を得ていました。 

 ・ アーキログの小物、家具系は配置できていたがレンダリングがうまくできなくて、一枚に 1 時間

ほどかかってしまっていたので、説明書だけでなくうまくやるやり方を教えて欲しかったです。 

 

受講者はアークログの操作方法を取得したいと望んでいた。 

講師には的確な改善アドバイスに感謝しつつ、レンダリングに課題があたったため、より実践的な

指導を期待していた。 

 

（６） 実証講座② アンケート結果 

今回の講習会は建築系の学習意欲向上に効果がありましたか？ 

 

 

講習会以前と後では建築 DXへの意識変化がありましたか？ 

 

 

  

A. とても効果があった

40.0%

B. 効果があった

60.0%

A. とても効果があった

B. 効果があった

C. あまり効果はなかった

D. 効果がなかった

A. とても意識の変化があった

40.0%

B. 意識の変化があった

60.0%

A. とても意識の変化があった

B. 意識の変化があった

C. あまり意識の変化はなかった

D. 意識の変化はなかった
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講習会に対する全体としての満足度をお答え下さい。 

 

 

設問回答についての理由をお聞かせください。 

 ・ 自分にはない視点や知識の話がとても多くあり自分の興味を広げる基礎になった 

 ・ 今後における都市計画の課題が、自分の中で明らかになりました 

 ・ 普段はあまりこのような講義は参加しないのですが、建築関係の基本から応用、山梨の観光

事業や取り組みについて、出席しないと聞けないような事をたくさん学べたので、この知識はこ

れからの自分の人生で活用していきたいと思いました。 

 

受講者は都市計画の課題を明確に認識でき、建築基礎から観光事業までという幅広い内容に関

心を抱いていた。今後の人生で積極的に活用したいとの意見があった。 

今後学習したい DXの内容がありましたら、自由にご記入ください。 

 ・ 建設業と DXの未来について 

 ・ 人がすべての基本であることが実例をもっていた事で現実味がとてもありました 

 ・  i コンストラクションについて 

 

受講者は建設業と DX の将来性に興味を抱き、人間が基であることに現実味を感じていた。i コン

ストラクションに関心を持ち、今後の学習対象として挙げていた。 

本日の講習会について感想や質問等がありましたら、自由にご記入ください 

 ・ 地方創生やまちづくり事業 DXによる少子化対策について理解が深まりました。 

 ・ 自分が興味あることがとても多くありかなり楽しみながら聞くことができました 

 ・ 貴重なお時間ありがとうございました。 話を聞いただけで終わるのではなく、本日学んだこと

を、行動に移すことが重要だと感じました。 

 

受講者は地方創生や DXを通じた少子化対策への理解が深まったとしていた。また興味深い内

容に楽しさを感じ、貴重な時間を有効に活用し、学べたと感じていた。 

 

A. 大いに満足だった

50.0%

B. まあまあ満足だった

50.0%

A. 大いに満足だった

B. まあまあ満足だった

C. やや満足だった

D. 不満だった
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【ここまでの総括】 

教育プログラムの開発と実証は順調に推移している。実証講座では、建築系専門学校の学生

から PBLを中核とした科目構成や教材が高い評価を受けており、有効性が確認されている。実証

に参加した学生の積極的な取組みが、教育プログラムの成果を促進している。 
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第 2節 開発した教育カリキュラム・プログラム／調査研究結果の検証 

 開発した教育プログラムから一部を抽出して実証講座を構成し、試行的に実施した。また、令和

6年度にも実証講座を実施する。受講対象者は建築関連の専門学校生とし、実施内容、受講人数、

授業時間数は以下のように計画している。 

 

 

年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

実施 

内容 
建築業務プロセス PBL を中核 建築関連サービス PBLを中核 

受講 

人数 
２１名 40名程度 

授業 

時間 
36時間 39時間 

 

 令和 5・6年度の実証講座は PBLを中核とし、PBLを実施するために必要な知識等を学習する

講義やケーススタディを選定して、一つのまとまりのある講座を構成している。実証講座で使用す

る教材も、本事業で開発する講義用教材、ケーススタディ教材、PBL教材、e ラーニング教材を再

構成して利用した。 

 

 実証講座における評価には、以下のような手法を用いて実施している。 

 

①受講者アンケート 

  最先端技術に関する興味や、その活用スキル向上に関する意識、今後の学習の方向性等に

ついて評価する。 

 

②受講者の成績評価 

  講義内容に関する小テストや、ケーススタディ・PBLにおける議論への参加状況、PBLの最終

成果物等によって、学習内容の理解度を評価する。ここでの評価には、事業内で開発したスキル

標準の内容も取り入れる。 

 

③講師による講評 

  実証講座の担当講師により、授業内容の難易度や授業時間の過不足、授業形式の妥当性等

の評価を行う。 

 

④実施委員等による講評 

  教育機関、企業、業界団体、行政機関といった各立場から、本教育プログラムの有効性や導
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入可能性、導入する際の課題等について評価を行う。 

 

 以上の評価結果を総合して本教育プログラムの課題を洗い出し、継続的に改善を図っていく。 

  



40 

 

付録 建築ＤＸ シラバス（令和 5 年度版） 
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建築コミュニケーション 

 

時間 45 

コマ数 30 

 

科目名 建築コミュニケーション 

授業目的 施主とのコミュニケーションを前提とし、デジタル技術を活用した建

築デザイン・プレゼンテーションの手法を修得する 

内容概要 施主とのコミュニケーションを前提とし、デジタル技術を活用した建

築デザイン・プレゼンテーションを講義や実習で学習する 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 
建築プロジェクトのプロセ

スとコミュニケーション 

施主主体のプロジェクトでのプロセスのフェーズで

のコミュニケーション 

3 建築プロジェクトの現在 コミュニケーションのプラットフォーム 

4 
建築プロジェクトでのコミ

ュニケーション 

プロジェクトチームの構成とコミュニケーションと

プロセスマネジメント 

5 
建築主と設計者のコミュニ

ケーション 
施主の要求を設計者に的確に伝えること 

6 
設計者と施工者のコミュニ

ケーション 
設計者の意図を施工者に的確に伝えること 

7 
ステークホルダーとのコミ

ュニケーション 
ステークホルダーへの説明責任 

8 

建築プロジェクトにおける

コミュニケーションデザイ

ン 

建築プロジェクトを円滑に進めるためのコミュニケ

ーションデザイン 

9 
建築プロジェクトについて

の情報の一元化 
建築プロジェクトの情報プラットフォーム 

10 

これからの建築プロジェク

トのコミュニケーションデ

ザイン 

人間中心の社会に向けたでデジタル化 

「Society 5.0」の目標 
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11 
建設 DX とコミュニケーシ

ョンツール 
建設 DXにおけるコニュニケーションツール 

11
〜
14 

コミュニケーションツール

の活用実習① 

コミュニケーションツールとしての BIMの活用 

インタラクティブな協業を可能にするデジタル環境 

15
〜
19 

コミュニケーションツール

の活用実習② 

Minecraft の活用による建築業務の変革を前提とし

て、テーマに沿った 3Dモデリングを作成 

20
〜
29 

コミュニケーションツール

の活用実習③ 

SketchUp の活用による建築業務の変革を前提とし

て、SketchUp による 3D モデリング、3D モデルから

の設計図作成とその応用 

30 期末試験  
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建築業務プロセス ケーススタディ 

 

時間 22.5 

コマ数 15 

 

科目名 建築業務プロセス ケーススタディ 

授業目的 建築業務プロセスにおける建築 DXの活用スキルを身につける 

内容概要 建築 DXの活用による建築業務プロセスの効率化を実例に学ぶ 

成績評価 ケーススタディの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明、及びグループ分け 

2
～
4 

ケーススタディ① 

建築業務プロセスの効率化と建築 DX の進め方に関す

る事例を基に、メリットや課題等についてグループデ

ィスカッションを行う 

5
～
7 

ケーススタディ② 

BIMの導入と建築業務の効率化に関する事例を基に、

メリットや課題等についてグループディスカッショ

ンを行う 

8

～

10 

ケーススタディ③ 

建築の設計おける建材の選定・管理での Arch-LOG の

利用の事例を基に、メリットや課題等についてグルー

プディスカッションを行う 

11
～
13 

ケーススタディ④ 

施工フェーズにおける AR・VR・MR 技術の活用に関す

る事例を基に、メリットや課題等についてグループデ

ィスカッションを行う 

14 
建築 DX の活用による建築

業務プロセスの効率化 

４つのケーススタディから建築 DX の活用による建築

業務プロセスの効率化をまとめる 

15 まとめ 学習内容のまとめ、質疑応答等 
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建築業務プロセス PBL 

 

時間 45 

コマ数 30 

 

科目名 建築業務プロセス PBL 

授業目的 最先端技術を建築業務プロセスの改善に活用するスキルを修得する。 

内容概要 建築業務プロセスを住宅建築の一連のプロセスに DXをどう適用するか

を立案・実行する。 

成績評価 PBLの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明、及びグループ分け 

2 PBL：背景・課題説明 背景や状況設定、課題の説明 

3
〜
4 

PBL：課題共通 

・クライアントの要求分析 
課題１・２に共通するクライアントの要求分析 

5
〜
6 

 PBL①：課題 1 

・クライアントの要求分析 

課題１のクライアントの要求分析を行い、住宅企画

書・設計条件シートを作成する 

7
～
9 

PBL①：課題１ 

・設計案の作成 

以上の検討から、住宅コンセプトシートと設計案を作

成する 

13 

PBL①：課題１ 

・プレゼンテーション 

・講評 

作成した設計案に関してプレゼンテーションを行い、

全体ディスカッションや講評を行う 

14
～
16 

PBL①：課題１ 

設計図・３Dモデルの作成 
以上の検討を基に、設計図・3Dモデルを作成する 
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17 

PBL①：課題１ 

・プレゼンテーション 

・講評 

作成した設計図・３Dモデルに関してプレゼンテーシ

ョンを行い、全体ディスカッションや講評を行う 

18
～
19 

PBL②：課題２ 

・クライアントの要求分析 

課題２のクライアントの要求分析を行い、住宅企画

書・設計条件シートを作成する 

20
～
22 

PBL②：課題２ 

・設計案の作成 

以上の検討から、住宅コンセプトシートと設計案を作

成する 

23 

PBL②：課題２ 

・プレゼンテーション 

・講評 

作成した設計案に関してプレゼンテーションを行い、

全体ディスカッションや講評を行う 

24
～
26 

PBL②：課題２ 

設計図・３Dモデルの作成 

以上の検討から、住宅コンセプトシートと設計案を作

成する 

27 

PBL②：課題２ 

・プレゼンテーション 

・講評 

作成した設計図・３Dモデルに関してプレゼンテーシ

ョンを行い、全体ディスカッションや講評を行う 

28 

PBL③：課題選択 

・プレゼンテーション 

・講評 

作成した設計図・３Dモデルに関して、課題１・二の

どちらかを選択し、クライアントに向けたプレゼンテ

ーションを行い、全体ディスカッションや講評を行う 

29 

PBL③： 

・デジタル技術の導入の評

価 

 

プレゼンテーションを通して、今後の設計業務に向け

て、デジタル技術の導入が建築業務プロセスをどのよ

うに変化させていくのか、デジタル技術の評価シート

で評価する 

30 まとめ 学習内容のまとめ、質疑応答等 
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付録 開発教材 
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① 「建築プロジェクトのコミュニケーション（増補改訂）」講義用教材 
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章
節

問
題

文
選

択
肢

1
選

択
肢

2
選

択
肢

3
選

択
肢

4
正

解
解

説
第

1
章

1
-
1

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
と

る
の

は
誰

で
し

ょ
う

か
。

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

設
計

者
施

工
者

建
築

主

3

建
築

を
供

給
す

る
側

、
つ

ま
り

設
計

者
や

施
工

者
が

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

と
る

建
築

行
為

か
ら

、
建

築
主

が
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
取

り
戻

す
。

建
築

主
の

要
求

を
形

に
し

た
建

築
を

手
に

入
れ

る
と

と
も

に
、

建
築

物
の

社
会

的
影

響
に

つ
い

て
も

責
任

も
持

つ
。

第
1
章

1
-
1

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
情

報
に

つ
い

て
、

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

設
計

者
だ

け
が

よ
い

建
築

を
つ

く
る

た
め

に
情

報
を

理
解

し
て

い
れ

ば
よ

い

施
工

者
に

正
し

い
情

報
が

伝
わ

れ
ば

よ
い

建
築

主
は

自
分

に
利

益
の

あ
る

部
分

だ
け

の
情

報
が

あ
れ

ば
よ

い

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

全
て

の
人

が
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

情
報

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
す

る

4

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
そ

こ
に

関
わ

る
多

様
な

人
々

の
す

べ
て

が
、

情
報

や
技

術
だ

け
で

な
く
、

建
築

主
の

想
い

や
社

会
的

な
要

求
を

共
有

す
る

た
め

、
そ

の
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
ま

す
ま

す
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。

第
1
章

1
-
1

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
セ

ス
を

今
後

は
ど

の
よ

う
に

捉
え

た
ら

よ
い

か
、

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

建
築

の
企

画
か

ら
竣

工
ま

で
建

築
の

企
画

か
ら

取
り

壊
し

ま
で

産
業

が
成

り
立

つ
過

程
で

生
じ

る
プ

ロ
セ

ス
の

一
つ

の
過

程
と

し
て

3

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
、

い
く
つ

も
の

産
業

が
成

り
立

つ
過

程
の

途
中

段
階

で
生

じ
る

一
つ

の
プ

ロ
セ

ス
と

し
て

捉
え

る
こ

と
で

、
こ

れ
ま

で
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
各

セ
グ

メ
ン

ト
で

の
プ

ロ
セ

ス
を

改
善

し
た

り
、

新
た

な
価

値
を

付
加

で
き

た
り

す
る

技
術

を
見

出
し

て
い

か
れ

る
た

め
。

第
1
章

1
-
1

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

人
た

ち
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
何

か
、

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

役
割

と
業

務
区

分
を

明
確

に
す

る
こ

と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

必
要

な
モ

ノ
や

コ
ト

を
共

有
で

き
る

仕
組

み

ひ
と

り
ひ

と
り

の
心

が
け

2

役
割

や
業

務
区

分
を

明
確

に
し

て
情

報
を

整
理

す
る

こ
と

は
必

要
で

す
が

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
は

そ
の

整
理

し
た

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

重
要

。
ひ

と
り

ひ
と

り
の

心
が

け
は

大
切

で
す

が
、

そ
れ

ぞ
れ

が
同

じ
目

標
に

向
か

え
る

か
は

疑
問

が
残

る
。

第
1
章

1
-
2

 次
の

（
　

　
）
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

建
築

主
、

ス
テ

ー
ク

フ
ォ

ル
ダ

ー
を

主
体

と
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

は
、

建
築

の
専

門
家

、
異

分
野

間
の

や
り

と
り

を
含

め
、

情
報

共
有

の
（
　

　
）
を

整
備

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

ボ
ッ

ク
ス

フ
ァ

イ
ル

2

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
基

盤
や

土
台

、
環

境
を

意
味

す
る

言
葉

。
サ

ー
ビ

ス
や

シ
ス

テ
ム

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

提
供

し
て

、
運

営
す

る
の

に
必

要
な

共
通

の
土

台
ま

た
は

基
盤

と
な

る
標

準
的

な
環

境
。

第
1
章

1
-
2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
セ

ス
を

見
え

る
化

し
、

標
準

化
し

、
 そ

の
プ

ロ
セ

ス
の

計
画

・
実

行
・
計

測
・
分

析
・
改

善
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
何

か
、

次
か

ら
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

2

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
企

業
・
団

体
等

が
組

織
活

動
の

た
め

に
、

施
設

と
そ

の
環

境
を

総
合

的
に

企
画

、
管

理
、

活
用

す
る

経
営

活
動

を
い

う
。

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
は

発
注

者
の

立
場

か
ら

一
貫

し
て

建
設

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る
。

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
投

資
資

産
の

運
用

を
実

際
の

所
有

者
・
投

資
家

に
代

行
し

て
行

う
。

第
1
章

1
-
2

発
注

者
の

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

、
B

IM
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

施
工

段
階

で
の

３
D

モ
デ

ル
の

活
用

に
よ

り
え

ら
れ

る
メ

リ
ッ

ト
は

何
か

、
次

か
ら

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

計
画

へ
の

理
解

に
よ

る
、

合
意

形
成

・
意

思
決

定
の

円
滑

化

概
算

コ
ス

ト
な

ど
の

算
出

の
迅

速
化

・
コ

ス
ト

管
理

の
精

度
向

上

建
築

物
の

情
報

の
一

元
化

と
確

認

設
計

プ
ラ

ン
決

定
の

経
緯

な
ど

の
一

元
管

理
に

よ
る

、
意

思
決

定
の

迅
速

化

1

他
の

選
択

肢
も

B
M

Iの
導

入
に

よ
り

得
ら

れ
る

メ
リ

ッ
ト

で
あ

る
が

、
３

D
モ

デ
ル

の
導

入
は

、
2
D

で
は

理
解

を
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

こ
と

が
理

解
し

や
す

く
な

り
、

早
い

段
階

で
納

得
し

て
合

意
し

、
プ

ロ
セ

ス
を

進
め

る
こ

と
が

円
滑

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

が
大

き
い

メ
リ

ッ
ト

と
な

る

建
築

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

確
認

問
題
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第
1
章

1
-
2

次
の

「
A

」
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

A
の

側
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

り
、

A
の

要
求

に
応

え
る

た
め

、
A

の
要

求
に

対
し

て
、

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

う
こ

と
で

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

最
も

重
要

な
A

の
満

足
度

を
上

げ
る

。

施
工

者
設

計
者

 発
注

者

3

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
プ

ロ
セ

ス
を

管
理

、
結

果
を

最
大

化
す

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

の
目

指
す

べ
き

結
果

は
発

注
者

の
要

求
に

応
え

た
建

築
を

建
て

る
こ

と
。

そ
れ

に
向

か
っ

て
、

プ
ロ

セ
ス

の
計

画
・

実
行

・
計

測
・
分

析
・
改

善
す

る
た

め
に

は
、

発
注

者
の

立
場

に
立

つ
こ

と
が

結
果

を
最

大
化

で
き

る
。

第
2
章

2
-
1

次
の

（
　

　
）
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

建
築

主
の

要
求

を
満

た
す

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
、

建
築

主
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
。

建
築

主
の

知
り

た
い

こ
と

に
答

え
、

伝
え

る
べ

き
こ

と
を

伝
え

る
。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
重

要
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

感
情

や
意

思
、

情
報

な
ど

を
（
　

　
）
こ

と
で

あ
る

。

話
し

合
う

表
明

す
る

共
有

す
る

3

表
明

し
た

り
、

話
し

合
う

こ
と

は
必

要
で

は
あ

る
が

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
と

っ
て

は
、

そ
の

先
で

共
有

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。

第
2
章

2
-
1

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
社

会
か

ら
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

で
、

最
も

不
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

S
D

G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）

や
環

境
へ

の
取

り
組

み

建
築

生
産

プ
ロ

セ
ス

の
適

正
な

あ
り

方

建
築

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

の
計

画
を

策
定

し
て

関
係

者
だ

け
で

保
持

す
る

3

将
来

の
社

会
的

要
求

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
が

ど
の

よ
う

な
目

標
を

立
て

、
そ

れ
を

達
成

し
て

い
く
の

か
を

目
に

見
え

る
形

で
表

示
し

て
い

く
、

社
会

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

第
2
章

2
-
1

次
の

「
A

」
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

A
が

建
築

を
需

要
す

る
と

こ
ろ

か
ら

始
ま

り
、

資
金

と
土

地
と

を
用

意
し

て
建

築
の

た
め

の
条

件
を

整
え

る
と

と
も

に
、

建
築

す
べ

き
内

容
を

構
想

し
、

B
や

C
を

選
定

し
て

、
設

計
・
施

工
の

生
産

段
階

に
移

行
す

る
。

A
の

建
築

や
事

業
に

対
す

る
考

え
方

や
知

識
や

能
力

が
、

直
接

企
画

内
容

に
反

映
さ

れ
る

。
そ

う
い

う
意

味
で

は
A

は
建

築
の

質
を

決
定

づ
け

る
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

建
築

主
設

計
者

施
工

者

1

建
築

は
建

築
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

設
計

者
で

は
な

く
、

建
築

を
作

る
施

工
者

で
は

な
く
、

何
よ

り
も

建
築

主
が

建
築

の
質

を
決

定
づ

け
る

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

第
2
章

2
-
1

次
の

（
　

　
）
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

実
施

設
計

は
工

事
の

実
施

に
必

要
な

も
の

で
、

施
工

者
が

（
　

　
）
を

算
出

で
き

る
だ

け
の

設
計

図
書

で
あ

り
設

計
者

の
意

図
を

施
工

者
に

的
確

に
伝

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

材
料

数
職

人
数

工
事

費
工

事
日

数

3

工
事

費
は

施
工

に
関

し
て

か
か

る
費

用
な

の
で

、
必

要
な

材
料

、
工

事
日

数
、

そ
こ

に
関

わ
る

人
件

費
な

ど
の

概
算

が
必

要
と

な
る

た
め

、
施

工
全

体
を

捉
え

る
こ

と
は

工
事

費
を

捉
え

る
こ

と
に

な
る

。

第
2
章

2
-
1

施
工

者
は

Q
C

D
S
E
を

確
保

す
る

施
工

計
画

を
考

え
、

専
門

業
者

と
製

作
図

を
ま

と
め

、
製

品
を

製
作

し
て

も
ら

い
、

現
場

で
組

み
合

わ
せ

、
つ

く
り

上
げ

て
い

く
。

で
は

、
Q

C
D

S
E
の

D
と

は
何

を
さ

し
て

い
る

、
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

安
全

環
境

原
価

工
期

・
納

期

4

Q
C

D
S
E
：
 Q

u
al

it
y（

品
質

）
・
C

o
st

（
原

価
）
・
D

e
liv

e
ry

（
工

期
・
納

期
）
・
S
af

e
ty

（
安

全
）
・
E
n
vi

ro
n
m

e
n
t（

環
境

）
の

頭
文

字
を

取
っ

た
も

の
で

施
工

管
理

で
特

に
重

要
と

さ
れ

る
5
要

素
。
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第
2
章

2
-
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
と

何
か

、
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
見

え
る

化
す

る
こ

と

人
と

人
と

の
間

で
必

要
な

も
の

を
共

有
す

る
た

め
の

問
題

を
解

決
す

る
こ

と

人
と

人
と

の
間

の
意

思
の

疎
通

を
生

み
出

す
こ

と
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

人
と

人
の

間
で

感
情

や
意

思
、

情
報

な
ど

を
共

有
す

る
こ

と
、

意
思

の
疎

通
の

こ
と

。
コ

ミ
ュ

ニ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
に

お
け

る
デ

ザ
イ

ン
と

は
、

人
と

人
の

間
で

で
感

情
や

意
思

、
情

報
を

共
有

す
る

た
め

の
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

。
第

2
章

2
-
2

S
o
c
ie

ty
 5

.0
 で

は
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
人

工
知

能
（
A

I）
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
い

っ
た

社
会

の
在

り
方

に
影

響
を

及
ぼ

す
新

た
な

技
術

の
進

展
を

社
会

生
活

に
取

り
入

れ
て

、
経

済
的

発
展

と
社

会
課

題
の

解
決

を
両

立
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

S
o
c
ie

ty
 5

.0
に

よ
り

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
解

決
で

き
る

こ
と

と
し

て
、

最
も

不
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

建
築

主
の

要
求

を
聴

く
建

築
産

業
の

生
産

性
の

向
上

人
手

不
足

の
解

消

1

S
o
c
ie

ty
 5

.0
 で

は
新

た
な

技
術

に
よ

っ
て

、
こ

れ
ま

で
人

間
の

仕
事

を
肩

代
わ

り
し

て
く
れ

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は
人

間
の

す
べ

て
の

仕
事

で
は

な
い

。
人

間
が

変
わ

ら
ず

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

仕
事

は
あ

る
。

建
築

主
か

ら
た

わ
い

も
な

い
話

を
し

な
が

ら
必

要
な

情
報

を
見

出
す

こ
と

は
、

ま
だ

人
間

の
仕

事
の

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
仕

事
で

あ
る

。

第
2
章

2
-
2

デ
ジ

タ
ル

技
術

用
語

で
、

「
モ

ノ
に

搭
載

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

」
を

意
味

す
る

の
は

次
の

ど
れ

か
、

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い

IT
 I
o
T

A
I

 I
C

T

2

IT
（
In

fo
rm

at
io

n
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
）
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
た

技
術

の
総

称
。

IC
T
（
In

fo
rm

at
io

n
 

an
d 

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
）
情

報
と

通
信

の
分

野
に

お
け

る
技

術
で

IT
の

概
念

で
特

に
情

報
通

信
に

注
目

。
A

I（
A

rt
if
ic

ia
l 
In

te
lli

ge
n
c
e
）
人

口
知

能
。

第
2
章

2
-
2

人
を

中
心

と
し

た
設

計
、

人
間

中
心

設
計

（
H

C
D

）
の

６
原

則
の

一
つ

に
、

「
U

X
を

考
慮

し
て

設
計

す
る

」
と

あ
る

。
近

年
の

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

い
て

は
い

か
に

U
X
を

デ
ザ

イ
ン

し
、

顧
客

が
体

験
す

る
品

質
を

向
上

さ
せ

る
か

が
重

要
な

課
題

で
あ

る
と

の
認

識
が

広
ま

っ
て

き
て

い
る

。
 

U
X
と

は
何

か
、

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
ユ

ー
ザ

ー
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

4

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

（
u
se

r 
e
xp

e
ri
e
n
c
e
）
と

は
「
製

品
、

シ
ス

テ
ム

又
は

サ
ー

ビ
ス

の
使

用
及

び
／

又
は

使
用

を
想

定
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
る

個
人

の
知

覚
及

び
反

応
」
 。

注
記

１
に

は
「
使

用
前

，
使

用
中

及
び

使
用

後
に

生
じ

る
ユ

ー
ザ

ー
の

感
情

、
信

念
、

し
好

、
知

覚
、

身
体

的
及

び
心

理
的

反
応

、
行

動
な

ど
そ

の
結

果
の

全
て

を
含

む
」
と

あ
る

。

第
3
章

3
-
1

建
設

産
業

の
生

産
性

に
つ

い
て

、
他

産
業

に
比

べ
て

著
し

く
低

い
理

由
で

、
最

も
不

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

 規
模

が
大

き
い

外
部

で
の

作
業

は
天

候
に

大
き

く
左

右
さ

れ
る

仮
設

資
材

以
外

の
材

料
の

使
い

回
し

が
比

較
的

よ
く
で

き
て

い
る

請
負

契
約

が
基

本
で

、
生

産
体

制
が

、
元

請
け

・
下

請
け

・
孫

請
け

に
よ

る
ツ

リ
ー

構
造

3

仮
設

資
材

以
外

の
材

料
の

使
い

回
し

は
比

較
的

よ
く
で

き
て

い
る

の
で

は
な

く
、

難
し

い
た

め
生

産
性

が
低

く
な

る
。

第
3
章

3
-
1

次
の

（
　

　
）
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

デ
ジ

タ
ル

化
を

起
因

と
し

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

変
化

を
背

景
に

し
た

建
築

の
つ

く
り

方
の

変
化

を
背

景
に

、
（
　

　
）
優

先
の

視
点

に
立

っ
た

も
の

づ
く
り

へ
と

見
直

さ
れ

て
い

る
。

つ
く
り

手
つ

か
い

手
担

い
手

2

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

社
会

シ
ス

テ
ム

の
変

化
に

よ
る

建
築

の
つ

く
り

方
の

変
化

を
背

景
に

、
こ

れ
ま

で
の

つ
く
り

手
の

論
理

を
優

先
し

た
生

産
プ

ロ
セ

ス
か

ら
つ

か
い

手
優

先
の

も
の

づ
く
り

へ
と

見
直

さ
れ

て
い

る
。

第
3
章

3
-
1

次
の

（
　

　
）
に

入
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

言
葉

を
選

び
な

さ
い

。

建
設

テ
ッ

ク
（
コ

ン
テ

ッ
ク

）
は

IT
技

術
を

建
設

分
野

に
応

用
し

た
新

し
い

技
術

や
サ

ー
ビ

ス
、

技
術

革
新

の
流

れ
の

総
称

。
建

設
業

界
を

効
率

化
し

よ
う

と
す

る
技

術
や

サ
ー

ビ
ス

や
概

念
で

、
各

セ
グ

メ
ン

ト
で

建
設

（
　

　
）
を

改
善

し
た

り
新

た
な

価
値

を
付

加
で

き
た

り
す

る
技

術
と

い
え

る
。

予
算

プ
ラ

ン
投

資
プ

ロ
セ

ス

4

建
設

テ
ッ

ク
は

、
建

築
産

業
を

多
く
の

産
業

の
発

展
の

プ
ロ

セ
ス

の
中

で
捉

え
る

こ
と

も
で

き
る

。
異

分
野

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
で

、
開

発
や

建
設

の
プ

ロ
セ

ス
は

変
化

し
、

そ
れ

に
よ

り
、

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

が
で

き
る

。
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3
章

3
-
1

D
X
と

は
何

か
、

次
の

選
択

肢
か

ら
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。
デ

ジ
タ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン

デ
ジ

タ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン

2

デ
ジ

タ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
（
D

ig
it
iz

at
io

n
）
は

「
ア

ナ
ロ

グ
・
物

理
デ

ー
タ

の
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

化
」
。

デ
ジ

タ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

（
D

ig
it
al

iz
at

io
n
）
は

、
「
個

別
の

業
務

・
製

造
プ

ロ
セ

ス
の

デ
ジ

タ
ル

化
」
。

こ
の

２
つ

と
D

X
が

D
X
化

の
3
つ

の
ス

テ
ッ

プ
と

な
る

。
デ

ジ
タ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

は
、

ツ
ー

ル
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

デ
ジ

タ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

は
プ

ロ
セ

ス
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

そ
し

て
D

X
は

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
そ

の
も

の
を

変
革

、
組

織
、

企
業

文
化

、
風

土
の

変
革

を
実

現
さ

せ
る

。
第

3
章

3
-
2

建
築

物
の

企
画

か
ら

、
設

計
、

施
工

、
維

持
管

理
前

の
業

務
に

つ
い

て
、

コ
ス

ト
や

工
期

、
品

質
情

報
等

の
全

て
の

デ
ー

タ
を

統
合

し
た

三
次

元
モ

デ
ル

を
活

用
し

て
行

う
手

法
を

な
ん

と
い

う
の

か
、

次
の

選
択

肢
の

中
か

ら
選

び
な

さ
い

。

C
S
R

L
C

M
 B

C
P

 B
IM

4

C
S
R

（
C

o
rp

o
ra

te
 S

o
c
ia

l 
R

e
sp

o
n
si

bi
lit

y）
と

は
「
企

業
の

社
会

的
責

任
」
。

L
C

M
（
L
if
e
 C

yc
le

 M
an

ag
e
m

e
n
t）

と
は

「
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
。

B
C

P
(B

u
si

n
e
ss

 
C

o
n
ti
n
u
it
y 

P
la

n
)と

は
「
事

業
継

続
計

画
」
。

第
3
章

3
-
2

建
築

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
次

の
記

述
の

う
ち

、
最

も
不

適
当

な
も

の
は

ど
れ

か
。

完
成

し
た

設
計

内
容

を
建

築
主

に
説

明
す

る
こ

と
を

英
国

で
は

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
、

米
国

で
は

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
と

い
い

、
複

雑
化

・
大

規
模

化
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

特
に

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
の

た
め

に
は

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

見
極

め
、

重
点

的
に

管
理

す
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。

V
E
提

案
は

、
基

本
性

能
の

維
持

を
前

提
と

し
た

工
事

費
提

言
の

提
案

、
工

事
施

工
者

独
自

の
施

工
技

術
の

導
入

の
提

案
等

で
あ

る
。

1

完
成

し
た

設
計

内
容

を
建

築
主

に
説

明
す

る
こ

と
で

は
な

く
、

建
築

物
の

初
期

の
企

画
段

階
に

お
い

て
、

発
注

者
及

び
関

係
者

の
要

求
の

内
容

、
事

業
目

的
、

制
約

条
件

な
ど

を
明

ら
か

に
し

、
分

析
す

る
プ

ロ
セ

ス
。

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

成
果

で
あ

る
ブ

リ
ー

フ
の

内
容

は
あ

く
ま

で
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

最
終

意
思

決
定

者
で

あ
る

建
築

主
側

の
責

任
て

決
定

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
建

築
主

と
設

計
者

、
施

工
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

証
と

考
え

ら
れ

る
。

第
3
章

3
-
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
の

B
IM

が
可

能
に

す
る

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
協

働
環

境
に

つ
い

て
、

次
の

記
述

の
う

ち
最

も
不

適
当

な
も

の
は

ど
れ

か
。

様
々

な
情

報
を

セ
グ

メ
ン

ト
に

分
解

し
、

可
視

化
す

る
こ

と
が

可
能

経
験

の
少

な
い

若
手

や
他

分
野

の
協

働
者

や
ユ

ー
ザ

ー
が

活
用

ベ
テ

ラ
ン

と
同

じ
よ

う
に

そ
れ

ぞ
れ

の
事

象
の

意
味

や
全

体
と

の
関

係
性

を
把

握

経
験

の
少

な
い

若
手

や
他

分
野

の
協

働
者

の
経

験
が

不
要

と
な

り
、

課
題

発
見

と
問

題
解

決
も

不
要

4

B
IM

は
様

々
な

情
報

を
セ

グ
メ

ン
ト

に
分

解
し

、
可

視
化

す
る

こ
と

が
可

能
な

た
め

、
経

験
の

少
な

い
若

手
や

他
分

野
の

協
働

者
や

ユ
ー

ザ
ー

が
活

用
す

る
こ

と
で

、
ベ

テ
ラ

ン
と

同
じ

よ
う

に
そ

れ
ぞ

れ
の

事
象

の
意

味
や

全
体

と
の

関
係

性
を

把
握

し
、

課
題

発
見

と
問

題
解

決
を

加
速

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
経

験
や

問
題

解
決

が
不

要
に

は
な

ら
な

い
。

第
3
章

3
-
2

B
IM

の
導

入
に

よ
り

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

え
ら

れ
る

メ
リ

ッ
ト

と
し

て
、

次
の

記
述

の
う

ち
最

も
不

適
当

な
も

の
は

ど
れ

か
。

V
R

等
に

よ
り

完
成

後
の

空
間

イ
メ

ー
ジ

を
共

有
で

き
る

3
6
0
度

カ
メ

ラ
や

ウ
ェ

ラ
ブ

ル
カ

メ
ラ

に
よ

り
遠

隔
検

査
が

可
能

に
な

り
リ

モ
ー

ト
環

境
が

整
う

施
工

の
B

IM
モ

デ
ル

を
現

地
で

、
M

R
ゴ

ー
グ

ル
な

ど
の

デ
バ

イ
ス

を
使

用
し

て
実

際
の

空
間

で
の

納
ま

り
や

見
栄

え
、

ス
ケ

ー
ル

感
を

確
認

で
き

る

B
IM

デ
ー

タ
を

使
っ

た
ロ

ボ
ッ

ト
を

使
う

な
ど

、
人

間
の

す
る

仕
事

が
な

く
な

る
4

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
っ

て
建

築
の

つ
く
り

方
が

変
わ

っ
た

と
し

て
も

、
人

間
の

仕
事

が
全

て
な

く
な

り
、

人
間

が
す

る
こ

と
が

す
べ

て
ロ

ボ
ッ

ト
に

任
せ

ら
れ

る
よ

う
に

は
ま

だ
な

っ
て

い
な

い
。

だ
が

、
デ

ジ
タ

ル
化

は
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

を
効

率
化

し
、

今
ま

で
に

経
験

で
き

な
か

っ
た

こ
と

を
経

験
さ

せ
て

く
れ

て
い

る
。
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第
3
章

3
-
3

M
in

e
c
ra

ft
を

建
築

の
デ

ザ
イ

ン
ツ

ー
ル

に
類

似
し

た
機

能
と

し
て

も
使

用
で

き
る

。
そ

の
機

能
と

は
何

か
、

次
か

ら
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

模
型

ペ
イ

ン
ト

ソ
フ

ト
C

A
D

シ
ス

テ
ム

レ
ゴ

ブ
ロ

ッ
ク

3

C
A

D
シ

ス
テ

ム
は

設
計

や
製

図
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
。

 人
の

手
に

よ
っ

て
行

わ
れ

て
い

た
設

計
作

業
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
よ

っ
て

支
援

し
て

、
効

率
を

高
め

る
目

的
が

あ
る

。
M

in
e
c
ra

ft
は

ブ
ロ

ッ
ク

を
積

み
上

げ
る

点
で

は
レ

ゴ
ブ

ロ
ッ

ク
と

よ
く
に

て
い

る
が

、
実

際
に

触
れ

る
も

の
を

つ
く
る

の
で

は
な

く
、

そ
の

点
で

は
模

型
と

も
異

な
る

。
ま

た
、

ペ
イ

ン
ト

ソ
フ

ト
の

よ
う

に
、

立
体

の
絵

を
描

く
と

い
う

の
で

は
な

く
、

建
ち

上
げ

て
い

く
点

で
、

最
も

類
似

し
て

い
る

の
は

C
A

D
シ

ス
テ

ム
と

い
え

る
。

第
3
章

3
-
3

M
in

e
c
ra

ft
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
能

力
は

、
デ

ザ
イ

ナ
ー

や
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
な

ど
が

細
部

に
わ

た
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

情
報

を
相

互
に

交
換

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

は
、

現
実

の
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

使
用

さ
れ

る
ツ

ー
ル

の
役

割
と

似
て

い
る

が
、

そ
れ

は
何

か
、

次
か

ら
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

３
６

０
度

カ
メ

ラ
V

R
 B

IM
 C

P
M

3

B
IM

の
次

の
よ

う
な

機
能

と
類

似
し

て
い

る
。

B
IM

の
モ

デ
ル

に
よ

る
検

討
は

、
つ

く
り

手
が

個
々

に
持

つ
職

能
を

引
き

出
し

、
す

り
合

わ
せ

、
統

合
す

る
基

本
か

つ
重

要
な

プ
ロ

セ
ス

に
極

め
て

有
効

に
機

能
。

職
能

継
承

に
お

い
て

、
熟

練
の

設
計

者
や

施
工

者
は

失
敗

も
含

め
た

経
験

や
知

恵
、

複
雑

に
絡

み
合

う
情

報
を

時
間

軸
の

中
で

捉
え

、
そ

れ
ら

の
関

係
性

を
把

握
し

て
い

る
が

、
そ

れ
を

B
IM

に
集

積
、

B
IM

は
様

々
な

情
報

を
セ

グ
メ

ン
ト

に
分

解
し

、
可

視
化

す
る

こ
と

が
可

能
な

た
め

、
経

験
の

少
な

い
若

手
や

他
分

野
の

協
働

者
や

ユ
ー

ザ
ー

が
活

用
す

る
こ

と
で

、
ベ

テ
ラ

ン
と

同
じ

よ
う

に
そ

れ
ぞ

れ
の

事
象

の
意

味
や

全
体

と
の

関
係

性
を

把
握

し
、

課
題

発
見

と
問

題
解

決
を

加
速

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
第

3
章

3
-
3

M
in

e
c
ra

ft
は

年
齢

の
制

限
も

な
く
、

建
築

を
つ

く
る

こ
と

が
気

軽
に

始
め

ら
れ

、
そ

し
て

完
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

利
点

が
あ

る
。

建
築

主
と

設
計

者
の

間
で

、
ど

の
よ

う
な

使
い

方
が

で
き

る
か

、
次

か
ら

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

な
さ

い
。

設
計

者
が

建
築

主
に

建
築

を
身

近
に

感
じ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

M
in

e
c
ra

ft
で

設
計

し
た

設
計

案
を

建
築

主
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
使

用
し

た
。

設
計

者
が

エ
ス

キ
ス

模
型

の
代

わ
り

に
M

in
e
c
ra

ft
を

使
用

し
て

設
計

案
を

ま
と

め
、

建
築

主
に

そ
の

プ
ロ

セ
ス

を
説

明
す

る
た

め
に

利
用

し
た

。

設
計

者
が

建
築

主
の

建
築

へ
の

要
求

を
知

る
た

め
に

、
一

緒
に

M
in

e
c
ra

ft
を

操
作

し
な

が
ら

、
設

計
案

を
ま

と
め

る
の

に
使

用
し

た
。

建
築

主
が

M
in

e
c
ra

ft
で

理
想

の
建

築
を

つ
く

り
、

そ
れ

を
設

計
者

に
つ

く
る

よ
う

に
指

示
を

し
た

。
3

年
齢

に
関

係
な

く
操

作
し

て
建

築
を

つ
く
る

こ
と

を
楽

し
め

る
と

い
う

利
点

を
生

か
し

て
、

建
築

主
と

設
計

者
が

一
緒

に
M

in
e
c
ra

ft
で

理
想

の
建

築
を

確
認

し
合

い
な

が
ら

、
建

築
を

つ
く
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
こ

の
点

こ
そ

が
M

in
e
c
ra

ft
の

特
性

と
言

え
る

。
設

計
者

だ
け

が
設

計
に

関
わ

る
の

で
な

く
、

こ
の

経
験

に
よ

り
建

築
主

も
設

計
に

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

つ
ま

り
、

建
築

主
と

設
計

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
M

in
e
c
ra

ft
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
第

3
章

3
-
3

意
匠

法
に

お
け

る
意

匠
に

つ
い

て
の

説
明

で
、

次
の

（
　

　
）
に

入
る

最
も

適
当

な
言

葉
を

選
び

な
さ

い
。

物
品

の
形

状
、

模
様

若
し

く
は

色
彩

又
は

こ
れ

ら
の

結
合

で
あ

っ
て

、
視

覚
を

通
じ

て
（
　

　
）
を

起
こ

さ
せ

る
も

の
を

い
い

、
物

品
の

「
部

分
」
の

デ
ザ

イ
ン

も
「
意

匠
」
に

含
ま

れ
る

。

共
感

美
感

安
心

感
安

定
感

2

意
匠

法
第

二
条

か
ら

、
意

匠
法

で
保

護
対

象
と

な
る

「
意

匠
」
と

は
、

物
品

の
形

状
、

模
様

若
し

く
は

色
彩

又
は

こ
れ

ら
の

結
合

で
あ

っ
て

、
視

覚
を

通
じ

て
美

感
を

起
こ

さ
せ

る
も

の
を

い
い

、
物

品
の

「
部

分
」
の

デ
ザ

イ
ン

も
「
意

匠
」
に

含
ま

れ
る

。

第
3
章

3
-
3

意
匠

権
に

よ
る

保
護

の
対

象
と

し
て

、
次

か
ら

最
も

不
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。
住

宅
の

デ
ザ

イ
ン

客
船

の
内

装
デ

ザ
イ

ン
M

in
e
c
ra

ft
内

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
美

術
館

の
建

築
デ

ザ
イ

ン

3

意
匠

法
に

お
け

る
コ

ン
テ

ン
ツ

画
像

に
つ

い
て

は
、

「
テ

レ
ビ

番
組

の
画

像
、

映
画

、
ケ

ー
ム

ソ
フ

ト
を

作
動

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

表
示

さ
れ

る
ゲ

ー
ム

の
画

 像
、

風
景

写
真

な
ど

、
画

像
又

は
映

像
の

内
容

自
体

を
表

現
の

中
心

と
し

て
創

作
さ

れ
る

画
像

 又
は

映
像

は
、

機
器

の
操

作
の

用
に

供
さ

れ
る

画
像

と
も

物
品

等
の

機
能

を
発

揮
し

た
 結

果
と

し
て

表
示

さ
れ

る
画

像
と

も
認

め
ら

れ
ず

、
意

匠
を

構
成

し
な

い
。

」
と

あ
る

。
M

in
e
c
ra

ft
内

に
お

け
る

建
築

デ
ザ

イ
ン

は
意

匠
法

の
物

品
、

画
像

に
当

た
ら

な
い

た
め

、
保

護
の

対
象

に
は

な
ら

な
い

。
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第
3
章

3
-
3

M
in

e
c
ra

ft
を

建
築

の
デ

ザ
イ

ン
ツ

ー
ル

に
類

似
し

た
機

能
と

し
て

も
使

用
で

き
る

。
そ

の
機

能
と

は
何

か
、

次
か

ら
最

も
適

当
な

も
の

を
選

び
な

さ
い

。

模
型

ペ
イ

ン
ト

ソ
フ

ト
C

A
D

シ
ス

テ
ム

レ
ゴ

ブ
ロ

ッ
ク

3

C
A

D
シ

ス
テ

ム
は

設
計

や
製

図
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
。

 人
の

手
に

よ
っ

て
行

わ
れ

て
い

た
設

計
作

業
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
よ

っ
て

支
援

し
て

、
効

率
を

高
め

る
目

的
が

あ
る

。
M

in
e
c
ra

ft
は

ブ
ロ

ッ
ク

を
積

み
上

げ
る

点
で

は
レ

ゴ
ブ

ロ
ッ

ク
と

よ
く
に

て
い

る
が

、
実

際
に

触
れ

る
も

の
を

つ
く
る

の
で

は
な

く
、

そ
の

点
で

は
模

型
と

も
異

な
る

。
ま

た
、

ペ
イ

ン
ト

ソ
フ

ト
の

よ
う

に
、

立
体

の
絵

を
描

く
と

い
う

の
で

は
な

く
、

建
ち

上
げ

て
い

く
点

で
、

最
も

類
似

し
て

い
る

の
は

C
A

D
シ

ス
テ

ム
と

い
え

る
。

第
3
章

3
-
4

S
ke

tc
h
U

pの
開

発
元

で
あ

る
企

業
名

を
選

び
な

さ
い

。
A

do
be

G
o
o
gl

e
T
ri
m

bl
e

A
u
to

de
sk

3

S
ke

tc
h
U

P
は

現
在

、
T
ri
m

bl
e
 N

av
ig

at
io

n
が

開
発

を
進

め
て

い
て

『
T
ri
m

bl
e
 S

ke
tc

h
U

p』
と

し
て

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

S
ke

tc
h
U

pは
2
0
0
0
年

に
G

o
o
gl

e
が

開
発

し
ま

し
た

が
、

現
在

は
T
ri
m

bl
e
 N

av
ig

at
io

n
が

開
発

を
進

め
て

い
ま

す
。

第
3
章

3
-
4

建
築

業
界

に
お

い
て

、
従

来
の

2
D

図
面

か
ら

3
D

モ
デ

ル
へ

の
移

行
に

よ
り

、
建

築
デ

ザ
イ

ン
の

可
視

化
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
が

格
段

に
向

上
し

ま
し

た
。

こ
の

変
革

に
最

も
大

き
く
貢

献
し

た
3
D

モ
デ

リ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

選
び

な
さ

い
。

S
ke

tc
h
U

P
A

u
to

C
A

D
B

le
n
de

r
R

e
vi

t

1

建
築

業
界

の
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
セ

ス
を

革
新

し
た

3
D

モ
デ

リ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
は

「
S
ke

tc
h
U

p」
で

す
。

そ
の

直
感

的
な

操
作

性
と

使
い

や
す

さ
が

、
建

築
デ

ザ
イ

ン
の

可
視

化
と

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
大

き
く
貢

献
し

ま
し

た
。

第
3
章

3
-
4

建
築

デ
ザ

イ
ン

の
プ

ロ
セ

ス
を

効
率

化
し

、
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
ア

イ
デ

ア
を

形
に

す
る

た
め

の
最

適
な

ツ
ー

ル
は

？

2
次

元
C

A
D

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

3
D

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

建
築

設
計

専
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

3
D

モ
デ

リ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア

4

建
築

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

、
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ビ

テ
ィ

を
最

大
限

に
引

き
出

す
た

め
に

は
、

直
感

的
な

操
作

性
と

柔
軟

性
が

重
要

で
す

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
概

念
を

視
覚

化
し

、
設

計
の

概
念

を
共

有
す

る
た

め
に

、
ユ

ー
ザ

ー
が

迅
速

に
モ

デ
リ

ン
グ

で
き

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
第

3
章

3
-
4

建
築

設
計

や
都

市
計

画
、

イ
ン

テ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
な

ど
、

多
様

な
領

域
で

活
用

さ
れ

る
S
ke

tc
h
U

pの
利

点
は

？

汎
用

性
特

殊
性

限
定

性
一

般
性

1
S
ke

tc
h
U

pは
建

築
デ

ザ
イ

ン
や

都
市

計
画

な
ど

多
様

な
分

野
で

使
用

さ
れ

、
そ

の
汎

用
性

が
強

み
。
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③ 「最先端技術２」講義用教材 
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⽬次 Q 4択 A 解説
6.1AIとは何
か

AIの分野に含まれないものは
どれか

① ロボティクス
② 強化学習
③ フィンテック
④ ⾃然⾔語処理

③ フィンテックは⾦融サービスに技術を組み込むことを指
し、AIが利⽤されることもありますが、AIの分野ではあり
ません。

6.1AIとは何
か

AIを使う⼀般的なメリットと
して間違っているものはどれ
か

① 効率性の向上
② 予測と分析
③ イノベーションと競争⼒の強化
④ リスク管理

③ AIを活⽤することで企業は新しい製品やサービスを開発
し、市場競争⼒を⾼めることができる点は間違っている情
報です。

6.1AIとは何
か

AIの発展に伴う倫理的な問題
や社会的影響について⾔及さ
れているが、次のうちどれが
⼀例として適切か

① プライバシー保護の不⾜
② 技術者の専⾨知識の不⾜
③ AIの普及の遅れ
④ 教育機関と企業の連携の不⾜

① AIの発展には、プライバシー保護の問題が注⽬されていま
す。AIシステムは⼤量のデータを利⽤し、個⼈のプライバ
シーに関わる情報を収集することがあります。このため、
個⼈のプライバシーを保護するための規制や対策が必要と
されています。そのため、プライバシー保護の不⾜が倫理
的な問題として議論されています。

6.2建築分野
でのAIの基
本的な⽤途

建築分野におけるAIの役割と
して⼀番可能性が低いものは
どれか

① ⾃動⽣成デザイン
② パラメトリックデザイン
③ 建築材料の製造⽅法の改善
④ 建築施⼯の安全性向上

③ 建築材料の製造⽅法は、建築業界で重要な要素ですが、現
時点ではAIの役割としては⼀番可能性が低いものです。⾃
動⽣成デザインとは、AIは膨⼤なデザインオプションを探
索し、設計の要件や制約に基づいて⾃動的に最適なデザイ
ン案を⽣成すること。

6.2建築分野
でのAIの基
本的な⽤途

建築プロジェクト管理におけ
るAIの主な役割として最も該
当しないものはどれか

① スケジュール管理＆進捗予測
② デザインの⾃動⽣成
③ 資材調達の最適化
④ リスク管理＆品質管理

② 建築プロジェクト管理において、AIは主にスケジュール管
理、資材調達の最適化、リスク管理、品質管理などの業務
に活⽤されますが、デザインの⾃動⽣成に関しては、その
役割が限定的です。建築デザインの⾃動⽣成は、建築設計
段階での活⽤が⼀般的であり、プロジェクト管理とは異な
るためです。

6.2建築分野
でのAIの基
本的な⽤途

建物の保全管理における具体
的なAIの⽤途として正しいも
のはどれか

① 異常検知と予防保全
② レイアウトの最適化
③ 施設の予算管理
④ スケジュールの作成と管理

① 建物の保全管理におけるAIの⽤途は多岐にわたりますが、
最も⼀般的なものは異常検知と予防保全です。レイアウト
の最適化や施設の予算管理、スケジュールの作成と管理も
建物の保全管理に関連するタスクですが、これらはAIの主
な⽤途ではありません。建物の保全においては、異常検知
と予防保全が最も重要な役割を果たします

6.4建築にお
けるAIの将
来の可能性

現時点ではAIが実現できない
が将来的な可能性として間
違っているものはどれか

① 意識や感情を持つ
② 創造性や直感を発揮する
③ ⾃⼰意識を持つ
④ 時間を逆⾏する

④  AIが時間を逆⾏することは物理的に不可能です。時間の
逆⾏は⼀般的に科学的な理論や技術では考えられていませ
んし、AIにそのような能⼒を与えることはありえません。

6.4建築にお
けるAIの将
来の可能性

現在のAIと将来のAIができる
ことにつ関する次の⽂章のう
ち、⼀番適切なものはどれか

① 現在のAIは感性的な要素を理解し、⼈間のデザイン判断に近い意思決定を
⾏うことができる。
② 現在のAIは⼈間の感性や創造性に基づく設計判断を模倣することができ
る。
③ 将来的にはAIが感性的な要素を理解し、⼈間のデザイン判断に近い意思決
定を⾏う可能性がある。
④ 将来的にもAIは感性的な要素を理解することは困難であり、⼈間のデザイ

③ ①現在のAIがすでに感性的な要素を理解し、⼈間のデザイ
ン判断に近い意思決定を⾏うことができるという主張は、
現在の技術⽔準では事実ではありません。②も同様です。
④は、将来的にもAIが感性的な要素を理解することが困難
であり、⼈間のデザイン判断には限界があると「断定」し
ているため適切ではありません。

6.4建築にお
けるAIの将
来の可能性

建築デザインの社会的・⽂化
的要素とAIに関する⽂章に基
づき、どのような判断ができ
るか、⼀番適切なものはどれ
か

①将来的には、AIが⾼度な⾃然⾔語処理や⽂化的なコンテキストを理解し、よ
り適切な建築デザインを提案する可能性がある。
② AIが複雑な社会的・⽂化的要素を理解し、建築デザインに統合する技術は
現在も存在している。
③ AIが地域の⽂化や歴史、⾵⼟などの社会的・⽂化的要素を⼗分に理解し、
建築設計に統合することは容易である。
④ AIが社会的・⽂化的要素を理解し、建築設計に統合することは不可能であ
る。

① 現在の技術⽔準ではAIが複雑な社会的・⽂化的要素を⼗分
に理解して建築設計に統合することは難しいとされていま
すが、将来的にはAIがさらに⾼度な⾃然⾔語処理や⽂化的
なコンテキストを理解する技術を獲得し、より適切な建築
デザインを提案する可能性があります。

6.4建築にお
けるAIの将
来の可能性

AIが倫理的な判断や社会的影
響を考慮することについて⼀
番不適切なものはどれか

① 倫理的な判断や社会的影響を考慮するAI技術の開発が進んでいる。
②  将来的には、より⾼度な倫理的な判断や社会的影響の予測を⾏うAI技術が
開発される可能性がある。
③現在のAIは倫理的な判断や社会的影響を⼗分に考慮できる。
④ AIの進化とともに、倫理的な判断や社会的影響を考慮することが求められ
ている。

③ 現在のAIは倫理的な判断や社会的影響を⼗分に考慮できな
いとされていますが、将来的には、より⾼度なAI技術が開
発され、倫理的な判断や社会的影響の予測が可能になる可
能性があります。

7.1ビッグ
データの基
本

ビッグデータの特性に関する
説明として、間違っているも
のはどれか

① ビッグデータのVeracityは、データ量が増えたことにより、フェイクやデ
マ情報も紛れるようになったことを指します。
② ビッグデータのVolumeは、最新情報を収集分析するスピードのことを⽰し
ています。
③ ビッグデータのValueは、ビッグデータを活⽤して⽣み出される価値を表し
ています。
④ ビッグデータのVarietyは、情報の絞り込みや分析結果の精度向上には⼀定
以上の量が必要であることを指します。

② ビッグデータのVolumeは、データ量が膨⼤であることを
指します。情報の絞り込みや分析結果の精度向上には⼀定
以上の量が必要であることは正しいですが、Volumeはそ
のデータの膨⼤さを指す特性です。

7.1ビッグ
データの基
本

ビッグデータの活⽤について
正しい⽂章はどれか

① ビッグデータの活⽤により、企業は顧客の⾏動や嗜好を理解し、マーケ
ティング戦略を最適化できる。
② ビッグデータは個⼈情報の保護に寄与せず、プライバシーの配慮が不要で
ある。
③ ビッグデータは企業にとって全く利益をもたらさない。
④ ビッグデータの活⽤は製品やサービスの改善には役⽴たない。

① ビッグデータの活⽤により、企業は顧客の⾏動や嗜好を把
握し、マーケティング戦略をより効果的に最適化できま
す。顧客の購買履歴やオンライン活動などのデータを分析
することで、ターゲット市場を正確に把握し、個別に合わ
せたアプローチを⾏うことが可能です。ビッグデータの利
⽤には個⼈情報の保護やプライバシーの配慮が必要です。

最先端技術２確認問題
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7.1ビッグ
データの基
本

ビッグデータの品質と信頼性
について正しい⽂章はどれか

① 品質と信頼性は常に⾼いので問題ない。
② 品質は⾼いが、信頼性には問題がある。
③ 信頼性は⾼いが、品質には問題がある。
④ 品質と信頼性が低い場合もある。

④ ビッグデータの収集は多様なソースから⾏われるため、そ
の信頼性と品質に問題がある可能性があります。例えば、
データの不正確さ、⽋損、偏りなどが考えられるため、前
処理が必要です。

7.2建築分野
でのビッグ
データの利
⽤例

CO2排出量の時空間変動を推
計するために活⽤されるビッ
グデータの例として、正しい
ものはどれか

① ウェブ上の⼝コミサイトや地図アプリで公開されている店舗の平均的な混
雑度や待ち時間を⾃動収集し、CO2排出量を推計する。
②建築物や交通の基礎情報、活動量、排出原単位を組み合わせて時間別のCO2
排出量を推計する。
③ 天候データや気温データを収集し、それをもとに建築物や交通のCO2排出
量を推計する。
④スマートフォンから取得したGPSデータの軌跡を機械学習⼿法を⽤いて分
類し、詳細な単位ごとの活動量を推計する。

② ① ウェブ上の⼝コミサイトや地図アプリで公開されてい
る店舗の平均的な混雑度や待ち時間を⾃動収集し、CO2排
出量を推計する。これは活動量とは関連がない情報であ
り、CO2排出量を推計する際には直接的な関連性がありま
せん。③ 天候データや気温データを収集し、それをもと
に建築物や交通のCO2排出量を推計する。天候や気温は
CO2排出量に影響を与える要因の⼀部ですが、それだけで
はCO2排出量を正確に推計することはできません。④ ス
マートフォンから取得したGPSデータの軌跡を機械学習⼿
法を⽤いて分類し、詳細な単位ごとの活動量を推計する。
活動量を推計する⼿法ではありますが、CO2排出量を直接
的に推計するための⼿法ではありません。

7.2建築分野
でのビッグ
データの利
⽤例

ビッグデータを活⽤したCO2
排出量を推計する際の⽅法に
ついて適切なものはどれか

① 建築物や交通に関連する基礎情報と活動量を組み合わせ、時間別のCO2排
出量を推計する。
② GPSデータや⼝コミサイトから得られる情報を利⽤し、CO2排出量を推計
する。
③ CO2排出量の推計にはビッグデータの活⽤は適切ではない。
④ ビッグデータの収集はCO2排出量の推計には不可⽋であるが、具体的な⼿
法は未確⽴である。

① 建築物、交通それぞれについて、基礎情報、活動量、排出
原単位を掛け合わせることで時間別CO2排出量を推計。
ビッグデータが得られるようになったことで、個別の建築
物・道路単位での活動量を把握することができるように
なってきている。

7.2建築分野
でのビッグ
データの利
⽤例

国⼟交通省の「デジタル写真
管理情報基準」が2023年3⽉
23⽇に改定され、⼯事写真3.0
の標準規格として「レイヤ
化」が明記されました。⼯事
写真3.0の特徴について正しい
説明はどれか

① ⼯事写真3.0は、⼯事現場で撮影された写真を電⼦化し、JPEG形式で保存
するものである。
② ⼯事写真3.0は、写真レイヤ、⿊板レイヤ、注釈レイヤの3つのレイヤから
なり、ファイル形式はSVGファイルである。
③ ⼯事写真3.0は、従来の⼯事写真に⽐べて写真の品質を向上させることを⽬
的としている。
④ ⼯事写真3.0は、ファイル形式がSVGではなく、JPEG形式であるが、従来
の⼯事写真と同様に情報を保存することができる。

② ⼯事写真3.0は、3つのレイヤで構成され、写真や電⼦⼩⿊
板の情報、電⼦マーカーや⽂字、⼿描き線などがそれぞれ
異なるレイヤに保存されます。そして、そのファイル形式
はSVGファイルであり、JPEG形式ではありません。これ
により、⼯事写真3.0は従来の⼯事写真と⽐べて情報の表
現⼒が向上し、配筋写真の撮影業務を省⼒化し、他のアプ
リとの連携も容易になります。

7.2建築分野
でのビッグ
データの利
⽤例

国⼟交通省のプロジェクト
「PLATEAU」についての説明
のうち、正しいものはどれか

① PLATEAUは、地下資源の探査や採掘に基づき、都市空間に存在する建物や
街路を3Dで再現するプロジェクトである。
② PLATEAUは、航空測量等に基づき取得したデータから、都市空間に存在す
る建物や地物を3Dで⽣成するプロジェクトである。
③ PLATEAUは、都市の環境保全を⽬的として、航空測量等で得られたデータ
を利⽤し、都市の緑地や公共施設を3Dで再現するプロジェクトである。
④ PLATEAUは、都市計画や都市活動のシミュレーション、分析を⾏うため
に、航空測量データを活⽤し、3D都市モデルを構築するプロジェクトであ
る。

④ PLATEAUプロジェクトでは、航空測量などで得られた
データから3D都市モデルを⽣成し、都市空間に存在する
建物や地物に関する情報を含め、都市活動のシミュレー
ションや分析に利⽤されます。これにより、都市計画や都
市活動に関する⾼度な研究や政策⽴案が可能となります。

7.3ビッグ
データによ
る建築設計
の影響

ビッグデータの活⽤に関する
説明のうち間違っているもの
はどれか

①デザイン最適化：建築物のデザインパラメータを最適化することができ
る。例えば、建物の形状や配置、材料の選択などの設計パラメータを⼤規模
なデータセットから学習し、効率的かつ持続可能な設計案を提案する。
② 施⼯プロセスの最適化：建築プロジェクトの施⼯プロセスを最適化する。
例えば、建設現場での作業効率や資材の利⽤効率を向上させるために、過去
の建築プロジェクトのデータを活⽤して施⼯スケジュールやリソースの配分
を決定する。
③ メンテナンス計画の改善：建物の利⽤後のモニタリングを⾏い、メンテナ
ンス計画の最適化を⽀援する。センサーデータや利⽤者のフィードバックな
どを収集し、建物のパフォーマンスや快適性を評価し、改善策を提案する。
④ 過剰な資源消費の促進：ビッグデータの活⽤により、建築プロジェクトに
おいて過剰な資源の消費が促進され、環境負荷が増⼤する可能性がある。

④ ビッグデータの活⽤は過剰な資源消費を促進するものでは
なく、むしろ効率的な資源利⽤と持続可能性を重視した設
計に寄与します。

7.3ビッグ
データによ
る建築設計
の影響

IoTの普及がビッグデータにも
たらす影響について正しいも
のはどれか

① ビッグデータの収集範囲が狭まる。
② デバイス間の通信速度が低下する。
③ ビッグデータの規模が拡⼤する。
④ デバイスの価格が⾼騰する。

③ IoTの普及により、ますます多くのデバイスがデータを取
得し、ビッグデータの規模が拡⼤します。IoTは、モノ・
⼈・動植物など、リアルな世界にるものがインターネット
につながり、遠隔でそれらの情報を得たり、操作したりで
きる技術であり、これによりあらゆる物理的なモノがイン
ターネットにつながるようになります。したがって、デバ
イスからのデータ収集が増加し、その結果、ビッグデータ
の規模が拡⼤します。これにより、建築シーンを含むさま
ざまな分野で、より多くのデータが収集され、ビッグデー
タ分析の重要性が増し、データ駆動型の意思決定が促進さ
れます。

7.3ビッグ
データによ
る建築設計
の影響

エッジコンピューティング技
術の発展がビッグデータの未
来に与える影響について正し
いものはどれか

① ビッグデータの処理速度と効率が向上する。
② ビッグデータの収集が困難になる。
③ クラウドベースのデータ処理が主流となる。
④ ビッグデータの活⽤が限定される。

① エッジコンピューティング技術の発展により、ビッグデー
タの処理速度と効率が向上します。従来のクラウドベース
のデータ処理とは異なり、エッジコンピューティングでは
デバイスやセンサーなどの端末でデータ処理と分析が⾏わ
れるため、リアルタイムでの処理が可能になります。これ
により、建築分野では建物内のセンサーやデバイスによる
リアルタイムなデータ処理が実現され、エネルギー効率や
施⼯管理の向上が期待されます。
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8.1AIとビッ
グデータの
統合の基本

AIとビッグデータの統合に関
する次の記述のうち、正しい
ものはどれか

① AIはビッグデータからパターンやトレンドを発⾒するための⼿法を提供し
ない。
② ビッグデータは多種多様なソースから⽣成されるが、AIはそれらのデータ
の品質向上には寄与しない。
③ AIとビッグデータの統合により、データのクレンジングや特徴抽出などの
処理が⾏われ、データの可視化や理解が⽀援される。
④ AIはビッグデータの処理において、⼈間が⾏うデータの品質向上や特徴抽
出などの処理⼿法よりも劣っている。

③ AIはビッグデータからパターンやトレンドを発⾒し、デー
タの特徴抽出や処理⼿法を適⽤することで、ビッグデータ
の洞察を得ることができます。これにより、ビッグデータ
の価値を最⼤化し、さまざまな分野での応⽤が可能となり
ます。他の選択肢は、AIとビッグデータの統合が提供する
機能や利点を過⼩評価しているか、誤った情報を提供して
います。

8.1AIとビッ
グデータの
統合の基本

AIとビッグデータの統合に関
する次の記述のうち、間違っ
ているものはどれか

① ビッグデータを使って、AIの⼒ではデータから価値を引き出す。
② AIとビッグデータの統合により、リアルタイムでの洞察が可能となる。
③ AIによるビッグデータの分析は、従来の⼿法よりも効率的で正確であるた
め、企業は問題解決に時間をかける必要がなくなる。
④ AIとビッグデータの統合は、企業のデータ活⽤能⼒を向上させ、競争⼒を
弱める要因となる。

④ AIとビッグデータの統合により、企業はデータから価値を
引き出し、競争優位性を確保し、新たなビジネス機会を発
⾒できます。リアルタイムの洞察は可能であり、AIの⼒に
よりビッグデータをリアルタイムで解析することができま
す。また、AIによるビッグデータの分析は効率的で正確で
あり、企業は迅速な問題解決や競争⼒の維持に貢献しま
す。

8.2建築にお
けるAIと
ビッグデー
タの応⽤例

NTT空間情報株式会社、株式
会社コンピュータシステム研
究所、応⽤地質株式会社との
協⼒により、地図データベー
スや設計エンジン、3次元地盤
モデルデータなどのリソース
を活⽤し、AIが導き出した情
報を統合した新しいソリュー
ションは次のうちどれか

① 地図データベースと設計エンジンを連携させた、住宅の建築計画システム
② 応⽤地質株式会社が提供する資源を活⽤した、農業⽤地の分析システム
③ 3次元地盤モデルデータを基にした、都市の交通インフラ改善システム
④ 株式会社コンピュータシステム研究所の技術を活かした、医療施設の設計
⽀援システム

① 地図データベースや設計エンジン、3次元地盤モデルデー
タなどのリソースを活⽤し、AIが導き出した情報を連携さ
せて、賃貸住宅の建築計画システムが開発されました。こ
れにより、計画地の敷地情報や都市計画法の建築条件を取
得し、設計エンジンが賃貸住宅の建築計画を作成します。
また、収益評価を⾏う事業計画システムでは、AIが賃貸住
宅の募集データや物件管理データから収益評価を⾏いま
す。

8.2建築にお
けるAIと
ビッグデー
タの応⽤例

⿅島が株式会社UNAIITと共同
で開発したシステムは何か

① 建設現場の安全担当者向けの作業計画システム
② 災害事例の分析と可視化を⾏うシステム
③ 製造業における⽣産性向上のためのAI⽀援システム
④ 建設プロジェクトの進捗管理を⾏うクラウドサービス

② ⿅島が保有する5,000件の災害事例と厚⽣労働省の「職場
のあんぜんサイト」に掲載されている約64,000件の災害事
例をAIを⽤いて解析し、類似作業の災害事例を可視化する
ものです。これにより、現場の安全担当者に対して多⾯的
に災害事例を提⽰し、危険予知活動の精度向上を図りま
す。

8.2建築にお
けるAIと
ビッグデー
タの応⽤例

⼤成建設が開発したプログラ
ムの特徴は何か

① 設計図書をBIMデータに変換する機能を持つ
② 設計図書を構造化データに変換し、⽬的別に可視化できるプログラム
③ 設計図書の印刷を⾃動化するプログラム
④ 建設プロジェクトの進捗管理を⾏うクラウドサービス

② 建物の設計図書を構造化データに変換し、利⽤者毎に⾃在
に抽出し、⽬的別に可視化できるBIダッシュボードの作成
を可能にするものです。これにより、建設プロジェクトの
データ活⽤が効率化され、DX化に貢献します。

8.3AIとビッ
グデータを
活⽤した建
築の新しい
展開

AIとビッグデータの統合がも
たらす将来の可能性として正
しくないものはどれか

① 建築プロセスの完全⾃動化
② 予測精度の向上
③ 施⼯現場の効率化のみ
④ 建築デザインの個別化のみ

④ AIによるデザイン⽣成や施⼯プロセスの最適化、⾃律型ロ
ボットによる建設作業などが想定されます。また、予測精
度の向上も期待されます。過去のデータや市場動向を分析
し、将来の需要やトレンドをより正確に予測することで、
的確な意思決定とリスク管理が可能になります。

8.3AIとビッ
グデータを
活⽤した建
築の新しい
展開

スマートシティの説明として
最も適切な⽂章はどれか

① スマートシティは、地球上で最も⼈⼝密度の⾼い都市を指す。
② スマートシティは、⼈々の暮らしや都市インフラをデジタル技術で効率的
に管理し、持続可能な発展を⽬指す都市の形態。
③ スマートシティは、⾃然災害に強い都市を指す。
④ スマートシティは、都市開発を⾏う際に環境に配慮した都市計画を⾏うこ
とを指す。

② スマートシティは、ICT（情報通信技術）を活⽤して都市
のさまざまな部分を統合的に管理し、住⺠の⽣活や都市の
運営を効率化し、持続可能な社会を実現することを⽬指し
ています。他の選択肢は、スマートシティの定義や特徴を
正確に捉えていません。

8.4未来の建
築分野にお
けるAIと
ビッグデー
タの役割

利⽤者エクスペリエンスの最
適化とは何か説明した⽂章の
うち正しいものはどれか

① 建築物のデザイン変更
② 施⼯プロセスの最適化
③ 建物の構造強化
④ 利⽤者の体験や満⾜度を向上させる

④ 利⽤者エクスペリエンスの最適化は、建物やサービスの設
計や提供⽅法を改良し、利⽤者がより快適で満⾜度の⾼い
体験を得られるようにすることを指します。

8.4未来の建
築分野にお
けるAIと
ビッグデー
タの役割

デザインとイノベーションの
推進を説明する⽂章として適
切なものはどれか

① 過去の建築データからの学習に基づく新しいデザインアイデアの提案
② 建築設計におけるクラウドベースのコラボレーションツール
③ 施⼯プロセスの⾃動化
④ AIによる建築材料の選定

① デザインとイノベーションの推進は、AIが過去の建築デー
タを分析し、その中から新しいアイデアやトレンドを抽出
し、建築家やデザイナーに提案することで実現されます。
これにより、より⾰新的で持続可能な建築物が⽣み出され
る可能性があります。

8.4未来の建
築分野にお
けるAIと
ビッグデー
タの役割

⼈間とAIの共創を説明した⽂
章として最も適切なものはど
れか

① AIによる建築設計の完全⾃動化
② ビッグデータのみに基づく建築デザイン
③ AIが建築家の創造性を置き換える
④ ⼈間とAIの協⼒による建築家の創造性の向上

④ AIとビッグデータが建築家やデザイナーの創造性をサポー
トし、新たな視点やアイデアを提供する点にあります。AI
は⼤量のデータを解析し、建築家にインスピレーションを
与えることができますが、建築の創造性や美的感覚は⼈間
の領域であり、AIがそれを置き換えることはできません。
したがって、⼈間とAIが協⼒することで、より⾰新的で美
しい建築物が⽣み出される可能性が⾼まります。

9.1建築分野
でのロボッ
ト技術の概
要

建築ロボットに関する説明と
して適切なものはどれか

① 建築ロボットはCADソフトウェアを使⽤して建築モデルを作成する。
② 建築ロボットは建築現場での作業効率化を図るために活⽤されている。
③ 建築ロボットは建物の設計で3Dプリンティングでのみ利⽤されている。
④ 建築ロボットはセンサー無しで建物の点検や保守を⾏っている。

② 建築現場での作業効率化を⽬的として、⾃動化された建設
ロボットが活⽤されていることが述べられています。これ
により、⼟⽊作業やコンクリートの敷設などの多くの作業
が⾃動化され、作業時間の短縮や作業者の負担軽減が実現
されています。したがって、建築ロボットは建築現場での
作業効率化を図るために幅広く活⽤されています。

221



9.1建築分野
でのロボッ
ト技術の概
要

ロボットによる建設作業のメ
リットとして正しいものはど
れか

① ロボットによる建設作業は作業効率を低下させる。
② ロボットによる建設作業は安全性を低下させる。
③ ロボットによる建設作業は作業者の負担を増加させる。
④ ロボットによる建設作業は効率向上と安全性向上をもたらす。

④ 建設現場でのロボットによる作業⾃動化により、作業の効
率が向上し、同時に作業者の安全性が⾼まることが述べら
れています。これは、ロボットが危険な作業を⾏うこと
で、⼈間の作業者が危険な環境から解放され、安全な位置
で監視や管理を⾏うことができるからです。したがって、
ロボットによる建設作業は効率向上と安全性向上をもたら
します。

9.2ロボット
を⽤いた建
築施⼯

実測図（点群データ）と、設
計図（BIMデータ）について
正しい⽂章はどれか

① 実測図は3次元の点群データであり、設計図は2次元の図⾯である。
② 実測図は設計図に基づいて作成される。
③ 設計図は実測図に基づいて作成される。
④ 実測図と設計図は同じ情報を⽰している。

① 実測図（点群データ）は、現地の建物や地形を3次元で測
定したデータであり、実際の形状や⼨法を反映していま
す。⼀⽅、設計図（BIMデータ）は、建物や施設の設計段
階で作成される3次元のモデルであり、建築家や設計者が
設計した理想的な建物の情報を含んでいますが、2次元の
図⾯として表⽰されることもあります。

9.2ロボット
を⽤いた建
築施⼯

エレベータを利⽤するロボッ
トを制御するシステムによっ
て実現できることとして正し
い⽂章はどれか

① ロボット同⼠が衝突する可能性がある。
② ロボットがエレベータを利⽤する際、待機が発⽣しない。
③ エレベータの利⽤を制限する必要がある。
④ 複数のロボットが円滑にエレベータを利⽤できるようになっている。

④ 従来の制御⼿法では、1台のロボットがエレベータを使⽤
すると、他のロボットが待機する必要がありました。しか
し、このシステムでは、複数のロボットが円滑にエレベー
タを利⽤できるようになっています。稼働中のロボットの
⾛⾏状況やエレベータの混雑状況を考慮し、各ロボットに
適切な指⽰を与えることで、待機時間を最⼩限に抑え、ロ
ボットの効率的な運⾏を実現しています。

9.3ロボット
による建築
設計とモデ
リング

ロボットによる建築設計のメ
リットとして⼀番メリットが
⼤きく適切なものはどれか

① 設計プロセスの⾃動化
② 創造性と⾰新性の向上
③ コストと時間の節約
④ ⼈間の意思決定を排除する

② ロボットによる建築設計は、⼈間の設計者が持つアイデア
や概念を補完し、新たな視点やアプローチを提供すること
ができます。AIやロボットは、膨⼤なデータを解析し、デ
ザインに関する知識やパターンを学習することができま
す。これにより、建築設計における創造性と⾰新性が向上
し、より斬新で効率的なデザインが⽣み出される可能性が
あります。

9.3ロボット
による建築
設計とモデ
リング

ロボットによる⾼精度モデリ
ングとはの回答として適切な
ものはどれか

① ロボットが建物内外の環境を3Dモデルに変換する技術
② ロボットが精密な機械部品を作成する技術
③ ロボットが⼈間のモーションを模倣する技術
④ ロボットが感知したデータを解析して建築物の設計図を作成する技術

④ ロボットによる⾼精度モデリングは、建築物の設計や改修
において重要な役割を果たします。この技術では、ロボッ
トがセンサーやカメラを使⽤して建物内外の環境をスキャ
ンし、収集したデータを解析して建築物の詳細な設計図や
モデルを作成します。これにより、建築家や設計者は正確
な情報を得て、建築プロセスを効率化し、品質を向上させ
ることができます。また、この技術は建築現場での作業効
率化やコスト削減にも貢献します。

9.4建築メン
テナンスと
ロボットの
役割

建築施⼯ロボットは⼈に⽐べ
てどのぐらい効率的かについ
て正しい回答はどれか

① 10%程度
② 30%程度
③ 50%程度
④ 70%程度

④ 建築施⼯ロボットは、従来の⼈⼿による施⼯と⽐べて約
70%程度の効率が向上するとされています。これは、ロ
ボットが作業をより迅速かつ精密に⾏うことができるため
です。例えば、コンクリートの敷設や建材の積み上げなど
の作業において、ロボットは⼀貫して⾼い品質で作業を⾏
い、⼈間が⾏う場合よりも時間と労⼒を節約します。ま
た、ロボットは⻑時間連続で作業を⾏うことが可能であ
り、疲労やミスが発⽣しにくいという利点もあります。そ
のため、建築現場でのロボット活⽤は、作業効率の向上や
労働者の負担軽減に貢献しています。

9.4建築メン
テナンスと
ロボットの
役割

建物の維持管理領域において
ロボットが⾏えることとして
正しいものはどれか

① ロボットの点検と清掃のみ
② ロボットの点検とメンテナンスのみ
③ ロボットのメンテナンスと清掃のみ
④ ロボットによる建築メンテナンス、清掃、点検のすべて

④ 建築分野では、ロボットが建物のメンテナンス、清掃、点
検を⾏うことで、効率性が向上し、⼈間の安全性が確保さ
れます。これらの作業は、建物の健全性を保つために重要
であり、ロボットによる⾃動化は効率的でかつ効果的な⽅
法です。ロボットは⾼所や危険な場所にもアクセスでき、
常に⼀定の品質で作業を⾏うことができます。これによ
り、建物の保守管理が迅速かつ効果的に⾏われ、建物の寿
命や価値を維持することができます。

9.5建築分野
におけるロ
ボット技術
の未来展望

2050年には建築分野で活⽤さ
れるロボットがどのような点
で、どのように進化するの
か、⼀番適切なものはどれか

① より⾼度な⾃律性と学習能⼒を持つ
② より複雑な建築物の建設に適応する
③ より効率的なリソース利⽤を実現する
④ より⼈間に近いコミュニケーション能⼒を備える

① 2050年には、建築分野で活⽤されるロボットはより⾼度
な⾃律性と学習能⼒を持つように進化するでしょう。これ
により、ロボットは建設現場での作業をより効率的に⾏
い、⼈間の介⼊を最⼩限に抑えることが可能となります。
また、⾃⼰学習能⼒を持つロボットは、新しい環境やタス
クに適応し、より柔軟に作業をこなすことができるでしょ
う。

9.5建築分野
におけるロ
ボット技術
の未来展望

2100年には、建築分野におけ
るロボット技術は、2050と⽐
較してどのように進化するか
を述べた⽂章の中で適切なも
のはどれか

① 意思疎通の⾼度化
② 超⼈的な能⼒
③ ⾃我の⽬覚め
④⼈間の代わりに働く

② 2100年には、建築分野におけるロボット技術は、2050年
からさらに進化し、超⼈的な能⼒を持つようになるでしょ
う。より⾼度な⾃⼰学習と進化により、ロボットは複数の
タスクを同時に処理し、異なる環境や条件に適応する能⼒
が向上します。これにより、より複雑で⾰新的な建築プロ
ジェクトをリードし、⼈間を補完するパートナーとして活
躍することが期待されます。
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10.1Web3.0
の基本と建
築への適⽤

Web 3.0とは何かという質問に
対する答えとして正しいもの
はどれか

① ウェブアプリケーションのバージョンアップ
② インターネット上の次世代の進化形態
③ ウェブサイトのデザインの改善
④ ウェブサービスのユーザーエクスペリエンスの向上

② Web 3.0は、インターネットの次の進化段階を指し、従来
のWeb 2.0からの進化として捉えられます。Web 3.0で
は、分散型の技術やブロックチェーンなどの新たな技術が
活⽤され、データの所有権やセキュリティ、プライバシー
の管理が強化されます。また、⼈⼯知能や機械学習、⼤規
模なデータ処理などの技術が組み合わさり、より⾼度なイ
ンタラクティブ性やパーソナライゼーション、リアルタイ
ム性を実現します。Web 3.0は、個⼈のデータの保護やセ
キュリティの向上、新たなビジネスモデルの創造など、よ
り進化したインターネットの利⽤体験を提供することを⽬
指しています。

10.1Web3.0
の基本と建
築への適⽤

スマートコントラクトと分散
アプリについて説明する⽂章
として間違っているものはど
れか

① ブロックチェーン技術を使っている
② 分散型の契約処理システム
③ クラウドベースのアプリケーション開発プラットフォーム
④ 契約参加者間で信頼性の⾼い取引が可能である

③ スマートコントラクトは、分散型台帳技術であるブロック
チェーン上で実⾏される⾃⼰実⾏型の契約です。これによ
り、契約参加者間で信頼性の⾼い取引を可能にし、第三者
の介⼊を排除します。⼀⽅、分散アプリは、データや処理
が中央集権型のサーバーではなく、ネットワーク上の複数
のコンピュータに分散されるアプリケーションです。これ
により、システムの耐障害性やセキュリティが向上し、
ユーザー間で直接やり取りが可能になります。クラウド
ベースのアプリケーション開発プラットフォームは中央集
権的なアーキテクチャを採⽤しており、分散型の特性を持
ちません。

10.2スマー
トコントラ
クトと建築
プロジェク
ト管理

Web 3.0を⽤いて建築物のデジ
タルツインが作成され、リア
ルタイムで更新される利点を
説明する⽂章として適切なも
のはどれか

① 建築プロジェクトの費⽤削減
② 建物の維持管理の効率化
③ 建物のデザインプロセスの簡素化
④ 建物の利⽤者エクスペリエンスの向上

② Web 3.0の技術を使⽤して、建築物のデジタルツインが作
成され、リアルタイムで更新されることで、建物の維持管
理が効率化されます。建物の状態や挙動がリアルタイムで
可視化されるため、問題が発⽣した場合にすぐに対処する
ことができます。これにより、建物の保全コストが削減さ
れ、維持管理の品質が向上します。

10.2スマー
トコントラ
クトと建築
プロジェク
ト管理

スマートコントラクトは、建
築プロジェクトに与える影響
として最も影響度合いが⼤き
いものはどれか

① 建築プロセスの⾃動化と効率化
② 建物のエネルギー効率の向上
③ 建築材料の選定の改善
④ 建築プロジェクトのデザイン変更

① スマートコントラクトは、契約条件や⽀払い条件を⾃動的
に実⾏することで、建築プロジェクトの効率化を図りま
す。これにより、契約関連のトラブルや遅延が減少し、建
築プロジェクトの進⾏がスムーズになります。建物のエネ
ルギー効率や材料選定なども重要ですが、スマートコント
ラクトは主に契約関連のプロセスに影響を与えます。

10.3NFTと
建築デザイ
ン

NFT（Non-Fungible Token）
の定義と特⻑について⼀番適
切なものはどれか

① NFTは、デジタルアセットを表現する⼿段であり、ブロックチェーンとは
関係ない。
② NFTは、デジタル通貨と同じく、その価値は通貨の価値に依存します。
③ NFTは、同⼀性があり、それぞれが同じ価値を持ちます。
④ NFTは、デジタルアートやゲームアイテムなどのデジタルコンテンツを独
占的に所有することを可能にします。

④ NFTは、デジタルアセットを⼀意で置換不可能な形式で表
現し、ブロックチェーン上で記録されます。これにより、
デジタルコンテンツの所有権が確⽴され、独占的に所有す
ることができます。他の選択肢はNFTの特⻑として正確で
はありません。

10.3NFTと
建築デザイ
ン

NFTのメリットは、建築デザ
イナーの作品に対する所有権
を確⽴し、保護することと、
建築デザインのデジタルア
セットの価値が向上し、新た
な収益源を⽣むことだが、デ
メリットとして正しいものは
どれか

① デメリットは、NFTが不確かな法的地位を持ち、知的財産権の保護が困難
になることです。
② デメリットは、NFT市場が不安定であり、価値の変動が⼤きいことです。
③ デメリットは、NFTの取引⼿数料が⾼く、販売者の利益を圧迫することで
す。
④ デメリットは、NFTのブロックチェーン上での記録が消える可能性があ
り、資産が失われるリスクがあることです。

④ FTはブロックチェーン上に記録されますが、ブロック
チェーンに関連する技術的な問題やセキュリティ上の脆弱
性により、NFTの記録が消失する可能性があります。これ
により、所有権の喪失や資産の損失が発⽣するリスクが⽣
じます。他の選択肢はNFTのデメリットとして正確ではあ
りません。

10.4DAOと
建築コミュ
ニティの形
成

DAO（Decentralized
Autonomous Organization）
は従来型の組織と何が違うか
について間違っているものは
どれか

① 従来型の組織は中央集権的であり、⼀⽅、DAOは分散型である。
② 従来型の組織は透明性が低く、⼀⽅、DAOは透明性が⾼い。
③  従来型の組織は原則公開だが、DAOは原則⾮公開である。
④ 従来型の組織は管理者が中⼼となって意思決定を⾏うが、DAOは⾃律的に
機能する。

③ DAOは原則公開で透明性が⾼い。従来型の組織では、管
理者やリーダーシップが意思決定を⾏いますが、DAOは
スマートコントラクトによってプログラムされ、⾃律的に
機能します。これにより、中央集権的な管理者の必要性が
なくなり、分散化された意思決定が実現されます。

10.4DAOと
建築コミュ
ニティの形
成

MR（複合現実）技術、ブロッ
クチェーン、およびDAO（分
散型⾃律組織）に関する記述
のうち正しいものはどれか

① MRはAIを使⽤して現実世界の物体を認識し、⾃律的に障害物を避けて⾛⾏
できる。
② ブロックチェーンは個⼈情報を安全に処理するために開発された。
③ DAOは中央集権的な管理構造を持ち、スマートシティのような3Dモデルを
⼀度に表⽰する。
④ MRは現実世界に正しく稼働させるためのデータを⾃動で⽣成する能⼒を
持っている。

① MR技術は現実世界の情報をデジタル世界に統合し、AIを
活⽤して物体の認識や⾃律的な⾏動を実現します。ブロッ
クチェーンは個⼈情報の安全な処理には関与しますが、
MRやDAOとは直接関係がありません。DAOは分散型であ
り、中央集権的な管理構造ではありません。

10.5Web3.0
の未来と建
築分野への
影響

分散型建築プロジェクト管理
に関する以下の記述のうち正
しいものはどれか

① 分散型台帳技術は建築プロジェクトの進捗状況や契約の実⾏を透明化し、
信頼性を低下させる。
② 分散型建築プロジェクト管理は遅延や紛争のリスクを増加させる。
③ Web 3.0の特徴である分散化と信頼性の⾼さは建築プロジェクト管理に影
響を与えず、従来の⼿法が有効である。
④ 分散型台帳技術を使⽤した建築プロジェクト管理は透明性と信頼性を⾼
め、遅延や紛争のリスクを軽減する。

④ 分散型台帳技術を利⽤することで、建築プロジェクトの進
捗や契約の実⾏が透明化され、関係者間での信頼が⾼まり
ます。これにより、プロジェクトの遅延や紛争のリスクが
低減されます。
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10.5Web3.0
の未来と建
築分野への
影響

建築分野におけるクリエイ
ティブなデジタルエクスペリ
エンスについて間違っている
説明はどれか

① 建築分野では、ARやVRなどの技術を活⽤して、建物のデザインや機能を仮
想空間で体験することができる。
② デジタルツインと呼ばれる建物のデジタルなモデルを作成し、リアルタイ
ムで更新することで、建築プロジェクトの可視化と管理を⾏う。
③ AIやビッグデータを活⽤して、建物のデザインや構造を最適化し、効率的
な建築プロセスを実現する。
④ 建築プロジェクトにおいては、デジタル技術を活⽤してコミュニケーショ
ンを促進し、関係者間の意思疎通を円滑にすることである。

④ 建築分野におけるクリエイティブなデジタルエクスペリエ
ンスは、建物のデザインや機能を仮想空間で体験するだけ
でなく、デジタルツインの作成やAIの活⽤、効率的な建築
プロセスの実現など、さまざまなデジタル技術の活⽤に
よって実現されます。
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④ 「建築業務プロセス」PBL教材 
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⑤ 「建築業務プロセス」ケーススタディ教材 
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